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「石
狩
川
鮭
漁
」

の
図
瞥
見

吉
岡
玉
吉

以
下
に
述
べ
る
の
は
、
北
海
道
大
学
フ
ィ

ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
植
物
園
所
蔵

「
石
狩
川
鮭
漁
」
の
図
(
図
1
)
を
石
狩
川
河
口
鮭
漁
に
携
わ
っ
た
元
漁
師
の
目

で
見
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
漁
業
史
の
専
門
家
か
ら
見
る
と
異
な
る
見
解

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
も
石
狩
の
鮭
漁
に
携
わ
っ
た
者
の
解
釈
と
し

て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

一
・
全
体
の
構
成
と
遠
景

こ
の
絵
を
見
る
と
石
狩
川
河
口
の
風
景
を
背
景
に
、
海
浜
で
の
鮭
地
曳
網
漁
が

捕
か
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
そ
の
理
由
は
後
で
述
べ
る
。
最
初
に
遠
景
に
つ

い
て
述
べ

、
次
に
近
景
に
つ
い
て
触
れ
る
。

遠
景
に
拙
か
れ
た
山
並
み
は
、
左
岸
の
本
町
地
区
か
ら
の
風
景
が
描
か
れ
て
い

る
模
様
。
山
間
は
樺
戸
山
地
の
ピ
ン
ネ
シ
リ

(
一
一
0

0
メ
ー
ト
ル
)
を
中
心
に

右
に
待
根
山

(
一
O

O
二
メ
ー
ト
ル
)
限
根
尻
山
(
九
七

一
メ
ー
ト
ル
)
左
に
神

居
尻
山
(
九
四
八
メ
ー
ト
ル
)
と
思
わ
れ
る
。

(図
I
)

遠
景
中
央
の
船
3
隻
は
、
川
右
岸
来
札

(ラ
イ
サ
ツ
)
の
漁
場
。
左
岸
の
三
半

船
3
、
磯
舟
l

(注
1
)
が
あ
る
の
は
、
左
岸
の
ト
ク
ピ
タ

(注
2
)
に
あ
っ
た
漁

場
で
、
堀
神
威

(ホ
リ
カ
ム
イ
)
付
近
(
現
本
町
地
区
仲
町
付
近
)
で
は
な
い
か
。

河
岸
か
ら
少
し
上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
潅
木
の
よ
う
な
も
の
が
茂
っ
て
い
る
。
右
岸

側
は
カ
シ
ワ
だ
ろ
う
が
、
左
岸
側
の
河
口
近
く
に
カ
シ
ワ
林
は
な
い
。
ヤ
ナ
ギ
か

ハ
マ
ナ
ス
だ
ろ
う
か
。

遠
景
中
央
に
帆
前
船
2
隻
見
え
る
の
は
石
狩
川
河
口
と
思
う
。
従
っ
て
手
前
が

上
流
。
上
段
は
鳥
附
図
の
様
に
見
え
る
。

限
根
尻
山

待
根
山

ピ
ン
ネ
シ
リ

神
居
尻
山

t 

、... ‘ 
、"""-
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「石狩川鮭漁jの図
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二
・
所
謂
河
川
地
引
網
漁
の
様
子
。

下
段
絵

・
近
最
は
、
海
浜
漁
の
様
子
と
思
料
す
る
。
二
つ
に
区
切
っ
て
摘
要
を

述
べ
る
。

①
右
絵
。
画
面
向
か
っ
て
右
側
部
分
。

地
曳
網
が
手
繰
り
上
が
り
。
大
綱
を
清
め
(
さ
や
め
・

こ
こ
で
は
鮭
の
選
別

作
業
)
、
漁
夫
が
板
倉
(
塩
切
場
)
に
運
ぶ
様
子
。
(図
2
)
そ
の
左
側
で
は
一
人

の
漁
夫
が
左
手
で
網
を
清
り
(
き
よ
り
・
修
繕
)
て
い
る
。
三
半
船
の
艦
で
は
、

船
頭
ら
し
い
人
が
拙
槌
を
立
て
て
持
っ
て
い
る
。
(注
3
)

高
い
四
角
中
の
柱
に
は
、

一
面
に

「札
幌
豚
廊
七
里
石
狩
図
石
狩
郡
石
狩
膝
」

も
う

一
面
に
は
「
篠
路
膝
江
三
里
弐
拾
壱
町
銭
函
騨
江
五
里
拾
町
」
と
あ
る
。

駅
逓
の
標
柱
で
あ
る
。

こ
の
標
柱
を
挟
ん
で

一
人
は
鮭
を
顔
に
当
て
、
他
の

一
人
は
歌
舞
伎
役
者
の

よ
う
に
手
を
振
っ
て
い
る
素
振
り
は
、
鮭
の
大
漁
を
喜
ん
で
い
る
漁
夫
の
姿
と

作
業
の
様
子
が
表
現
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
の
は
、
引
き
網
の
入
網
か
。
た
だ
し
、
河
川
漁
の
入
綱
は
、
ふ
つ
う

七
O
尋
(
一

O
五
メ
ー
ト
ル
)
で
、
描
か
れ
て
い
る
網
は
長
す
ぎ
る
。
(
注
4
)

手
前
に
帽
子
を
被
り
棒
を
持
っ
て
い
る
人
物
は
羅
卒
(
明
治
時
代
の
警
察
官
)
。

海
辺
に
手
を
広
げ
、
磯
舟
の
前
に
二
人
立
っ
て
い
る
人
は
服
装
か
ら
ア
イ
ヌ
と

思
料
す
る
。

②
左
絵
。
網
を
引
い
て
い
る
図

携
わ
っ
て
い
る
の
は
漁
夫
十
一
人
。
良
く
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
う
が
、

網
の
左
右
の
人
数
が
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
は
網
の
上
部
(
ア
パ
タ

ナ
)
は
軽
く
、
網
の
下
部
(
ア
シ
タ
ナ
)
が
重
い
。

(
錘
が
つ
い
て
い
る
)
そ

の
た
め
下
部
に
多
く
の
人
数
が
つ
く
。
(注
5
)
地
曳
網
は
、
中
央
(
袋
網
の
入

り
口
)
に
あ
る
「
神
威
浮
子

(カ
モ
イ
ダ
ン
プ
)
」
か
ら
右
側
を
入
網

(
い
り

あ
み
)
、
左
側
を
出
網
(
で
あ
み
)
と
い
う
。
そ
の
先
端
に
つ
く
の
が
入
網
側

は
入
網
(
い
り
づ
な
)
、
出
網
側
を
出
綱
(
で
づ
な
)
と
い
う
。
(
図
3
)
こ
の

絵
は
入
網
を
手
繰
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
思
う
が
、
網
は
川
の
中
で
途
切
れ
ど
こ

に
も
繋
が
っ

て
い
な
い
。

網
の
先
に
い

る
磯
舟
の

一

人
が
、
水
中

に
手
を
入
れ

て
い
る
が
、

綱
の
引
き
具

合
を
見
て
い

る
か
、
袋
網

の
状
態
も
見

て
い
る
の
か
。

(図
5
)
あ

る
い
は
、
神

威
浮
子
を
引

き
上
げ
て
袋

網
に
鮭
を
入

れ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

に
磯
舟
の
前

が
白
く
な
っ

て
お
り
、
網

に
入

っ
た
鮭

が
は
ね
て
い

る
様
子
を
表

現
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

鮭の清り (選別)

-2-
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一一一一ご寸

三半飴

河川での地曳網漁 (北海道水産協会編1935を改変)図 3

し
か
し
、

こ
の
磯
舟

か
ら
出
た

入
綱
は
、

こ
の
仏
加
の

網
に
は
つ

な
が
ら
ず
、

山
再
ん
向
か
っ

て
消
え
て

い
る
。
網

に
つ
か
余
っ

て
い
れ
ば
、

地
曳
網
の

最
後
の
段
階
の
絵
に
な
る
の
だ
が
。

そ
の
左
側
に
拙
か
れ
て

い
る
の
は
全
く
別
な
動
作
で
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
綱

を
整
理
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
(
岡

4
)
た
だ
し
、
こ
れ
も
河
川
漁
と
し
て

は
綱
が
長
す
ぎ
る
。
ま
た
、
河
川
漁
の
場
合
、

一
日
に
十
三
l
十
五
河

(回
)

も
引
き
網
を
す
る
の
で
、
網
を
引
い
た
そ
ば
か
ら
船
に
和
ん
で
、
次
の
漁
の
準

備
を
す
る
。
絵
に
あ
る
よ
う
に
陸
で
網
を
山
に
し
て
い
る
の
は
、
綱
が
長
く
漁

の
回
数
が
少
な
い
海
浜
漁
の
様
子
で
は
な
い
か
。

①
入
綱
を
ロ

ク
ロ
で
巻
い

て
い
る
図

網
掛
船
(
一
二
半
船
)
で
沖
合
に
網
を
か
け
、
ロ

ク
ロ

(注
6
)
で
巻
い
て
い
る
。

十
人
い
る
が
、
河
川
漁
と
し
て
は
多
い
。
網
が
短
い
河
川
漁
で
は
六
l
七
人
で

充
分
。
(図
6
)

ロ
ク
ロ
の
横
で

一
人
の
漁
夫
が
ロ

l
プ
を
手
繰
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
捨
て

取
り
と
い
う
。
ロ
ク
ロ
に

ニ
J
三
週
り
し
て
ロ

l
プ
を
掛
け
て
い
る
が、

一
人

専
門
に
ロ

i
プ
を
手
繰
る
捨
て
取
り
が
い
な
け
れ
ば
タ
ッ
プ
制
は
上
が
っ
て
こ

な
い
。
網
は
、
磯
舟
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
磯
舟
か
ら
岸
に
つ
な
が
っ
て
い
る。

神威浮子 (カムイダンプ)

浮子手網(アパタチ)

図 5

図4

〆「
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ロク口での巻き取り

図 7 舟の繍擢

図6

実
際
の
作
業
を
良
く
見
て
描
か
れ
て
い
る
。

ロ
ク
ロ
左
の
一
一隻
の
船
(
三
半
船
)
は
網
掛
け
船
。
長
い
棒
状
の
も
の
は
手
権
。

十
二
人
1
十
四
人
で
掻
く
。

二
隻
の
船
の
艦
は
夫
々
、

一
本
の
棒
が
立
っ
て
い

る
が
、
先
端
に

「
ウ
タ
」
(
擢
の
握
り
の
部
分
)
が
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
艦

擢
と
思
わ
れ
る
。
状
況
か
ら
船
が
動
揺
し
な
い
よ
う
に
立
て
固
定
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
自
分
の
経
験
で
は
こ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
(
図

7
)

ま
た
、
船
が
川
に
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
川
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
す
る

こ
と
は
な
い
。
船
の
碇
を
下
ろ
し
て
泊
め
る
だ
け
で
あ
る
。
岸
に
上
げ
る
の
は

海
浜
で
の
や
り
方
に
見
え
る
。

鮭
漁
は
九
月
l
十
月
J
十
二
月
で
あ
り
、
カ
モ
メ
が
こ
の
よ
う
に
古
川
上
が
り

す
る
こ
と
は
な
い
。
ニ
シ
ン
漁
期
に
は
(
四
月
J
五
月
)
に
は
高
上
が
り
す
る
。

そ
の
時
は
時
化
。

鮭
を
釣
っ
て
い
る
人
が
い
る
が
石
狩
浜
(
川
面
)
は
産
卵
に
遡
上
す
る
の
で
餌

は
と
ら
な
い
。
従
っ
て
、
他
の
海
域
で
は
昔
か
ら
釣
れ
る
が
石
狩
浜
で
は
釣
れ

な
い
。
(図
8
)

いコ知ははろれ桶るた面グ れ た れ ( 川 「 な た は つ 名 は パ 校
右るウれ未鮭うはをが子 Ijlイな 。る だで俺い 。 、い称竺!主戦
側のモな 成 で 0 ウも、俳号でかや こず祉はと自鮭 たで備を存後
にはリい熟あでグつ連がへはつはとりも ミ忠分をが、補作狩
毛旅傘 0 のるもイてれ描釣 な た り 間石を V告は釣、米助つ 5進
皮行:を荷サ 。 、でおのか叶 い 。ーか狩釣ンし絶ろ こ 軍員たッ粧
の者 持をケあ先よ り子 れ 芝 か絵世なでつ だ が対うの将と 。 卜軍
明かっ担かるのい、供て持。はもかも p ヒぷ釣 と 将校い自ハの
相行てぎ もい絵だこはいつ画ウ釣つ釣 -;， ) 、れし校に う分 l将
の商

与かっ 。
なノて

も請
のに
/~し

/1~( -r 
主ぼ
i_iG荷
主物
相が
つノt

て九
し、
込い。
男
が
見
え

る 自主を釣る人図8

-4-
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図9 留のある人物



漁
の
監
督
だ
ろ
う
か
。
そ
の
他
に
も
髭
を
結
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
人
物
が

何
人
も
い
る
。
散
髪
脱
万
令
は
、
明
治
四
年
発
布
で
、
明
治
十
年
代
に
な
っ
て

も
留
の
あ
る
人
が
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
(
図
9
)

④
川
中
の
漁

川
中
に
何
般
も
船
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
作
業
を
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
(
図
叩
)

ア
画
面
右
側
端
の
三
半
船
は
、
網
掛
(
網
を
仕
掛
け
る
こ
と
)
を
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
地
曳
網
を
お
こ
な
う
際
、
制
の

一
方
に
か
ら
出
た
綱
を

岸
に
打
っ
た
杭
(
出
綱
杭
)
に
固
定
し
、
出
綱
、
袋
制
、
入
網
の
順
に
網

を
張
る
。
こ
の
三
判
船
の
後
が
少
し
白
く
波
立
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

岸
に
つ
な
が
っ
た
網
を
引
っ
張
っ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

イ
次
の
磯
船
に
は
、
駅
逓
の
標
柱
付
近
か
ら
網
が
出
て
、
ロ
ク
ロ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
磯
船
の
場
所
に
袋
網
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
岸
に
つ
な
げ
る

出
綱
は
、
綱
を
巻
き
取
る
に
し
た
が
っ
て
ロ
ク
ロ
に
近
い
位
置
を
変
え
て

ゆ
く
。
イ
の
網
掛
の
次
の
段
階
の
状
態
で
あ
る
。

ウ
ロ
ク
ロ
の
右
側
に
は
、
網
を
引
い
て
い
る
様
子
が
捕
か
れ
て
い
る
。
地

曳
網
の
最
後
の
段
階
で
あ
る
。
た
だ
し
、
既
に
書
い
た
が
、
こ
の
網
は
出

網
側
が
磯
舟
に
も
ど
こ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
お
か
し
な
状
態
で
あ
る
。

岸
に
立
っ
て
い
る
人
物
が
、
両
手
を
上
げ
て
川
に
向
か
っ
て
何
か
叫
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
う
し
た
作
業
は
見
た
こ
と
が
な
い
。
岸
に
上

が
っ
て
く
る
鮭
を
網
に
向
か
っ
て
追
い
返
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

三
.

「
石
狩
川
鮭
漁
」
の
図
の
虚
実

全
体
と
し
て
見
る
と
、

一
枚
の
絵
で
網
掛
、
曳
網
の
一
連
の
作
業
を
描
い
て
あ

り
大
変
貴
重
な
も
の
。
個
々
の
作
業
に
つ
い
て
も
良
く
理
解
し
て
描
け
て
い
る
。

し
か
し
、
絵
な
る
が
故
に
若
干
誇
張
が
あ
る
と
思
う
。

①
網
の
数

絵
の
中
に
は
、
網
掛
、
綱
引
き
な
ど
異
な
る
作
業
を
す
る
網
が

3
本
描
か
れ

隈
根
尻
山

待
根
山

ビ
ン
ネ
シ
リ

神
居
尻
山

図10
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て
い
る
が

l
ヶ
所
の
漁
場
で
、
同
時
に
こ
の
よ
う
な
作
業
を
す
る
こ
と
は
な
い
。

一
連
の
作
業
を
示
す
た
め
の
演
出
だ
ろ
う
。

②
網
の
規
模

最
初
に
見
た
と
き
に
海
浜
漁
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の

印
象
を
持
っ
た
。
描
か
れ
て
い
る
綱
が
河
川
漁
と
し
て
は
長
す
ぎ
る
し
、
片
付

け
方
も
お
か
し
い
。
ロ
ク
ロ
を
十
人
で
回
し
て
い
る
が
、
河
川
漁
と
し
て
は
多

い。

三
半
船
の
つ
な
ぎ
方
の
海
で
の
や
り
方
で
あ
る
。
海
浜
で
行
う
大
網
の
株

子
を
川
漁
と
し
て
描
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

四
・
お
わ
り
に

以
上
、

石
狩
の
漁
業
者
の
目
で

「
石
狩
川
鮭
漁
」
の
図
を
見
て
き
た
。
こ
れ
ま

で
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
絵
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
様
子
を
描
い
た
単
な
る
風
景
画
で

は
な
く
、
鮭
漁
の
さ
ま
ざ
ま
な
様
子
を
ひ
と
つ
の
画
面
に
書
き
込
ん
だ
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
作
者
は
、
個
々
の
作
業
内
容
だ
け
で
な
く
、
全
体
に
ど
の
よ
う
な
手

順
で
地
曳
網
が
行
わ
れ
る
の
か
を
理
解
し
て
描
い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
実
際
に
鮭

漁
中
の
石
狩
に
滞
在
し
て
鮭
漁
を
調
べ
た
上
で
、
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、

一
部
に
海
で
の
地
曳
網
の
様
子
を
河
川
漁
の
も
の
と
し
て
描
い
て
い
る
部
分

が
見
ら
れ
る
。

解
説
「
石
狩
川
鮭
漁
」
の
図
に
つ
い
て

「
石
狩
川
鮭
漁
」
の
図
は
、
明
治
初
期
の
石
狩
川
河
口
に
お
け
る
鮭
漁
の
様
子

を
描
写
し
た
絵
で
、
石
狩
市
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
に
も
用
い
ら
れ
る
な
ど
比
較
的
良

く
知
ら
れ
て
い
る
。
大
き
さ
は
、
縦
百
三
十

一
セ
ン
チ
幅
百
七
十
一

セ
ン
チ
。
作

者
や
製
作
年
な
ど
の
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。

戦
前
か
ら
北
海
道
史
研
究
者
に
は
、
明
治
初
期
の
鮭
漁
の
様
子
を
描
写
し
た
絵

と
し
て
知
ら
れ
、
北
海
道
庁
道
史
編
纂
主
任
だ
っ
た
竹
内
運
平
の
『
北
海
道
史
要
』

に
「
石
狩
川
鮭
漁
之
図
札
幌
博
物
館
所
蔵
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

(注
9
)
続
い
て

『新
撰
北
海
道
史
』
第

一
巻
で
も
「
石
狩
川
口
辺
の
鮭
漁
」
と

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(注
目
)

こ
の
絵
の
製
作
年
な
ど
に
関
す
る
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
画
面
右
下
に
描

か
れ
た
標
柱
に
「
距
札
幌
豚
庁
七
里
石
狩
図
石
狩
郡
石
狩
牒
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

明
治
十
五

(
一
八
八
二
)
年
か
ら
明
治
十
九
(
一
八
八
六
)
年
ま
で
の
、
い
わ
ゆ

る
三
県

一
局
時
代
に
完
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

作
者
は
、
未
詳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
北
海
道
大
学
が
所
蔵
す
る

「北
海
道
後
志

田
高
島
郡
漁
場
全
図
」
と
描
か
れ
た
時
期
、
大
き
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
内
容
的
に

も
鯨
漁
と
鮭
漁
と
い
う
対
に
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

同

一
の
作
者
に
よ
る
作
品

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
「
北
海
道
後
志
田
高
島
郡
漁
場
全
図
」
の
作
者
は
、
北
海
道
開
拓
使
の
山

工
、
栗
田
鉄
馬
と
さ
れ
て
い
る
。
(
注
日
)

栗
田
鉄
馬
は
、
天
保
九

(
一
八
三
八
)
年
生
l
大
正
六
(
一
九
一
七
)
年
没
。

香
仙
と
号
し
た
。
会
津
に
生
ま
れ
、
戊
辰
戦
争
後
「
会
津
降
伏
人
」
と
し
て
小
柿

に
移
住
し
た
。
そ
の
後
、
余
市
郡
に
転
じ
た
後
、
明
治
十
一
年
九
月
開
拓
使
札
幌

本
庁
民
事
局
勧
業
課
の
画
工
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
栗
田
が
い
つ
ま
で
凶
拓
使
に

在
職
し
て
い
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
栗
田
は
、
明
治
二
十
年
代
か
ら

三
十
年
代
に
か
け
て
ア
イ
ヌ
や
札
幌
神
社
を
題
材
と
し
た
石
版
画
の
原
画
を
描
い

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
太
子
流
の
剣
術
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
新
撰

組
の
、
水
倉
新
八
郎
と
交
友
も
あ
っ
た
。
(
注
ロ
)

近
年
の
研
究
に
よ
り
、
開
拓
使
時
代
の
栗
田
鉄
馬
は
、
明
治
十
三
年
に
厚
田
の

樺
太
ア
イ
ヌ
の
漁
業
の
様
子
を
模
写
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
向
い

こ
と
が
分
っ
て
い
る
。
(
注
目
)

厚
田
の
ア
イ
ヌ
の
鯨
漁
を
描
い
た
版
画

(注
凶
)
の
存
在
は
、
こ
れ
ま
で
研
究

者
間
で
知
ら
れ
て
い
た
が
、
改
め
て
こ
の
版
画
と
栗
田
鉄
馬
と
の
閃
係
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

栗
田
の
画
風
は
、

大
き
く
分
け
て

二
通
り
あ
る
。
「
北
海
道
土
人
会
話
」

(注
は
)
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
線
の
太
い
版
画
と

「
宮
幣
中
社
札
幌
神
社
神

輿
市
街
巡
幸
之
図
」
(
注
目
)
に
代
表
さ
れ
る
日
本
闘
を
基
礎
に
し
た
細
密
な
画
風

- 6-



で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
画
風
は
、

一
見
、
同
一
人
物
の
作
品
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

全
く
異
な
る
。
前
者
は
、
先
の
厚
田
の
ア
イ
ヌ
鯨
漁
の
版
画
と
共
通
点
が
多
く
、

後
者
の
画
風
は
、
石
狩
川
鮭
漁
の
図
に
近
い
。

明
治
二
十
年
ム
円
以
降
の
作
品
の
特
定
も
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
開
拓
使
時
代
の

画
業
の
特
定
は
難
し
く
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
(
注
凶
)

北
海
道
大
学
北
方
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
植
物
園
及
、
ぴ
同
佐
藤
克
学
芸

員
に
は
、
資
料
の
検
索
、
使
用
に
つ
い
て
便
宜
を
は
か
つ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
後
藤
優
美
子
氏
に
は
、
栗
田
鉄
馬
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

注

(
工
藤
義
街
)

磯
舟
(
イ
ソ
フ
ネ
)
と
三
半
船
(
サ
ン
パ
セ
ン
)
吉
岡
玉
吉

日
本
海
漁
労
漁
具
用
語
事
典
よ
り

北
海
道

ト
ク
ピ
タ
ラ
(
ト
ク
ピ
タ
・

徳
銀
)

一
北
海
道
蝦
夷
語
地
名
解

泊
り
。
「
キ
ヨ
ル
」
「
キ
ユ
ル
」
「
キ
ヨ
リ
」
と
も
発
音
し
て
い
た
。
網
を
修
繕
す
る

の
意
。
語
源
は
泊
め
る
。
網
が
や
ぶ
れ
た
場
合
、
網
針
又
は
ア
ン
ゾ
(
糸
)
を
も
っ

て
修
理
す
る
作
業
の
な
で
あ
る
。
な
お
大
き
く
や
ぶ
れ
た
場
合
、
問
自
の
網
を
用
い

d 口仁君1;

y玉
2 

i主
3 

、予寸コプi

平均

〈サンパセン〉

長さ 48尺 (14.4m)

巾 9.8尺 (2.9m)

深さ 2.8尺 (48cm)

。。

H
新
し
く
出
来
た
川
原
。

永
田
方
正

一
八
九

1玉
4 

て
タ
ン
ボ
を
入
れ
る
と
い
う

サ
ヤ
メ
ル

【消
め
る
}
整
理
す
る
、
処
理
す
る
の
意
。
語
源
は
、「
さ
や
む
」
(
け

が
れ
を
去
る
、
き
よ
め
る
)
と
い
う
話
が
あ
り
、
こ
れ
が
転
批
し
た
も
の
で
は
な
い

か
と
思
料
す
る
。
延
純
治
や
刺
制
漁
か
ら
耐
り
、
延
純
又
は
刺
制
を
蛙
理
す
る
こ
と

を

「サ
ヤ
メ
ル
」
と
言
、っ
。
道
南
地
方
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
が
、
西
海
岸
は
も
と

よ
り
全
道
一
円
の
海
岸
で
使
用
さ
れ
て
い
る
海
岸
方
言
で
あ
る
。

大
綱
は
、
海
浜
漁
と
河
川
漁
で
は
規
模
が
異
な
る
。

-
海
浜
漁
。
長
さ

一
五
O
O
尋
(
一
尋
五
尺

・
二
二
五
0
0
メ
ー
ト
ル
)
。
一

日
大
漁

の
時
は
一
河
(
ヒ
ト
カ
ワ

・
一
回
の
意
)
、
普
通
二
河
。

一
場
所
二
ケ
統
(一

ケ
統

一

o
o
-
-三
O
人
)
地
曳
網
ま
た
は
引
き
'
淵
と
も
い
う
。
(
こ
の
こ
ろ
浜
で
は
引
き
網

と
呼
ぶ
)

・
河
面
地
曳
網
(
引
き
綱
)
。
長
さ
一
五

o
d
(二
二
八
メ
ー
ト
ル
)
。
一

日
十
二一
河

l
十
五
河。

一
場
所
二
ケ
統
(
一
ケ
統
五
O
人
位
、
昭
和
に
人
り
一
ニ
O
人
前
後
)

ア
シ
タ
ナ

{沈
子
手
綱
】
漁
制
の
下
一球
部
分
の
手
綱
〔
タ
ナ
〕
の
こ
と
。
広
辞
苑
で

は
沈
子
〔
い
わ
〕
を
付
け
る
方
を
脚
網
端
〔
あ
し
あ
ば
〕

と
記
述
し
て
い
る
が
、
石

狩
浜
な
ど
の
西
海
岸
で
は
沈
子
手
制
、
又
は
脚
網
と
記
述
し
て
い
る
。
呼
称
は
、
単

に
「
ア
シ
」
と
言
、っ
。

ア
パ
タ
ナ

【浮
子
手
綱
】
漁
網
の
上
縁
部
分
の
手
制
〔
タ
ナ
〕
の
こ
と
。
辞
古

は
浮
綱
端
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
石
狩
浜
や
同
辺
海
岸
で
は
浮
子

手

綱
と
汗
き
、

呼
称
は
単
に

「
ア
パ
」

「
ウ
ワ
タ
ナ
」
「
タ
ナ
」
と
言
っ
て
い
た
。

ロ
ク
ロ
具
(
ス
テ
取
り
)
。
石
狩
浜
で
は
石
狩
川
の
サ
ケ
地
曳
網
場
で
昭
和
十
年

(
一
九
一二
五
年
)
頃
ま
で
、
こ
の
本
器
を
用
い
て
平
常
は
六
人
、
増
水
時
に
は
八
人

一
O
人
で
、
沈
子
手
綱

〔
ア
シ
タ
ナ
〕
係
が
「
パ
イ
キ
l
」
(後
退
す
る
、
反
対
凶

り
を
す
る
)
と
声
を
張
り
上
げ
な
が
ら
作
業
し
て
い
た
。

竹
内
通
平
一
九
一二

三

『
北
海
道
史
要
』

市
立
同
館
図
作
館
学
術
荒
刊
第
2
巻

北
海
道
一
九
三
七
『
新
撰
北
海
道
史
』
第

一
巻

第

三
七
閃

北
海
道
開
拓
記
念
館

二
O
O
二

「

拙
か
れ
た
北
海
道
」
第
M
回
特
別
展
凶
録

た
だ
し
、
所
臨
す
る
北
海
道
大
学
で
は
、
こ
の
絵
の
作
者
も
未
詳
と
し
て
い
る
。
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7王
12 

三
浦
泰
之

二
O
O
六

「開
拓
使
に
一
居
わ
れ
た

「画
工
」
に
関
す
る
基
礎
的
な
研

究」

『
北
海
道
開
拓
記
念
館
研
究
紀
要
第
」
剖
号

注
ロ
前
掲
書

「
石
狩
回
厚
田
郡
厚
田
村
旧
樺
太
ア
イ
ヌ
鯨
漁
業
之
図
」
「
石
狩
国
厚
田
郡
厚
田
村

旧
様
太
ア
イ
ヌ
錬
乾
場
之
図
」
い
ず
れ
も
個
人
蔵
写
真
が
北
海
道
大
学
附
属
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
請
求
番
号
A
(
a
)
】
主
及
び
A
(
a
)
広印

河
野
本
道
編

一
九
八
O

『
ア
イ
ヌ
史
料
集
』
第
4
巻
言
語

・
風
俗
編

北
海
道
開
拓
記
念
館
蔵

I玉任

14 13 
j主
15 

7王
16 

引
用

・
参
考
文
献

北
海
道
水
産
協
会
編

一
九
三
五
北
海
道
漁
業
志
稿

吉
岡
玉
吉

二
O

O
七
「
石
狩
川
河
口
に
於
け
る
サ
ケ
地
曳
網
漁
回
顧
」
『
い

し
か
り
暦
第
初
号
』
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明
治
九
年
石
狩
町
大
火
と
市
街
地
の
形
成

工
藤
義
衛

は
じ
め
に

一
・
明
治
九
年
五
月
の
石
狩
町
大
火
の
経
過

二
・
区
画
整
理
の
経
緯

三
・
町
並
み
の
変
選

四
.

「
石
狩
市
中
図
」
と

「建
家
調
」

お
わ
り
に

は
じ
め
に

明
治
九
年
五
月
の
石
狩
町
大
火
は
、
親
船
町
を
中
心
に
本
町
市
街
の
大
部
分
が

焼
失
し
、
家
屋
百
九
十
六
戸
、
板
蔵
三
十
三
棟
、
仮
病
院
、
曹
源
寺
、
旧
運
上
屋

(
本
陣
)
な
ど
が
失
わ
れ
た
明
治
期
屈
指
の
大
火
災
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
大
火
に
つ
い
て
石
狩
町
誌
は
、
市
街
地
が
測
量
さ
れ
、
道
路
一
怖
が
八
聞
に
統

一

さ
れ
る
契
機
に
も
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
(
注
l
)

こ
こ
で
は
、
開
拓
使
文
書
か
ら
明
治
九
年
石
狩
町
大
火
の
経
過
を
た
ど
る
と
と

も
に
、
火
災
後
に
市
街
地
に
測
量
が
入
り
、
町
並
み
が
整
え
ら
れ
る
過
程
と
町
並

み
の
変
遷
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
・
明
治
九
年
五
月
の
石
狩
町
大
火
の
経
過

明
治
九
年
の
甲
奏
録
に
あ
る

「石
狩
港
火
災
ノ
義
上
申
」

治
九
年
大
火
を
記
述
し
て
い
る
。

(注目
2
)

は
、
次
の
よ
う
に
明

石
狩
港
火
災
ノ
義
上
申

当
使
管
下
石
狩
国
石
狩
郡
石
狩
港
親
船
町
ヨ
リ
本
月
九
日
午
前
八
時
出
火
、
ン
家

屋
百

「
九
」
(
加
筆
)
拾
六
戸
板
倉
三
拾
三
棟
仮
病
院
壱
ヶ
所
延
焼
、
人
畜
死
傷

等
無
之
候
得
共
目
下
窮
迫
ノ
者
ヘ
ハ
成
規
ニ
拠
リ
夫
々
救
助
取
計
候
旨
札
幌
本
庁

ヨ
リ
電
報
有
之
候
条
、
此
段
上
申
仕
候
也

開
拓
長
官
黒
田
清
隆
代
理

明

治

九

年

五

月

十

五

日

開

拓

中

判

官

西

村

貞

陽

太
政
大
臣
=
一条
実
美
殿

石
狩
郡
石
狩
港
親
船
町
か
ら
明
治
九
年
五
月
九
日
午
前
八
時
に
出
火
し
、
家
屋

百
九
十
六
戸
、
板
倉
三
十
三
棟
、
仮
病
院
が
焼
失
し
た
。
住
民
や
家
畜
に
死
傷
は

な
か
っ
た
が
、
焼
け
出
さ
れ
た
催
災
者
に
は
、
規
則
に
従
っ
て
救
援
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
札
幌
本
庁
か
ら
電
報
に
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

『石
狩
町
誌
』
な
ど
も
こ
の
記
事
に
沿
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

札
幌
本
庁
か
ら
提
出
さ
れ
た
大
火
の
報
告
吉
「
石
狩
町
焼
失
之
顛
末
御
届
」

(注
3
)
は
、
こ
れ
と
は
少
し
異
な
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

石
狩
町
焼
失
之
顛
末
御
届

本
月
八
日
午
後
九
時
石
狩
市
街
失
火
之
報
知
有
之
不
取
敢
電
信
ヲ
以
御
届
申
上

候
通
即
刻
出
張
取
調
候
処
別
書
手
続
書
之
通
分
署
官
合
ヲ
除
ク
之
外
戸
数
凡
百
九

十
六
板
蔵
三
十
三
病
院
本
陣
ト
モ
延
焼
イ
タ
シ
幸
モ
人
畜
死
傷
ハ
無
之
候
ヘ
共
非

常
之
大
火
災
目
下
困
難
飢
住
之
患
難
免
状
態
ニ
付
不
差
置
賑
岨
規
則
第
六
条
ニ
拠

リ
夫
々
救
助
相
取
計
昨
九
日
午
後
三
時
帰
札
仕
候
此
段
御
届
仕
候
也

明
治
九
年
五
月
十
日
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札
幌
在
勤

開
拓
大
判
官
松
本
十
郎

開
拓
長
官
黒
田
清
隆
殿

五
月
八
日
午
後
八
時
、
開
拓
使
札
幌
本
庁
に
石
狩
が
火
災
に
見
舞
わ
れ
て
い
る

と
の
連
絡
が
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
電
報
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
即
刻
石
狩
に
急
行

し
た
。
別
紙
の
手
続
書
に
あ
る
よ
う
に
石
狩
分
署
や
官
倉
を
除
き
家
屋
百
九
十
六



戸
、
板
蔵
三
十
三
棟
、
病
院
、
本
陣
が
焼
失
し
た
。
幸
い
に
も
人
畜
の
死
者
損
害

は
な
か
っ
た
が
、
大
火
災
で
あ
り
食
料
に
も
事
欠
く
状
態
に
な
っ
た
た
め
、
開
拓

使
の
賑
岨
規
則
第
六
条
に
沿
っ
て
催
災
者
の
救
援
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
札
幌
に

は
九
日
午
後
三
時
に
帰
着
し
た
。

こ
の

「
焼
失
之
顛
末
」
に
付
属
す
る
「
「
石
狩
失
火
取
調
之
手
続
」
で
は
、
さ

ら
に
詳
し
い
経
過
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
出
火
し
た
の
は
七
日
の

午
後
十

一
時
頃
で
親
船
町
の
屯
石
熊
五
郎
の
家
か
ら
で
あ
っ
た
。

石
狩
で
は
折
か
ら
鯨
漁
の
時
期
で
、
町
に
は
高
齢
者
、
女
性
、
子
供
し
か
残
っ

て
お
ら
ず
、

十
分
な
消
火
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
火
は
三
日
間
に
わ

た
っ
て
燃
え
続
け
、
鎮
火
し
た
の
は
九
日
の
午
前
三
時
頃
で
あ
っ
た
。
札
幌
本
庁

の
松
本
十
郎
の
も
と
に
は
、
八
日
午
後
八
時
頃

「
石
狩
市
街
が
九
分
ど
お
り
焼
失

し
た
」
と
連
絡
が
入
っ
た
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
巡
査
を
連
れ
て
石
狩
に
急
行
し
た

の
は
「
焼
失
之
顛
末
」
に
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。

さ
て
、
前
出
の
申
奏
録
と
開
拓
使
公
文
銀
の
記
述
を
比
べ
て
、
最
も
大
き
な
違

い
は
、
火
災
の
日
付
で
あ
る
。
申
奏
録
で
は
火
災
は
五
月
九
日
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
開
拓
使
公
文
録
に
よ
れ
ば
、
札
幌
本
庁
に
通
報
が
あ
っ
た
の
は
八
日
夜、

出
火
し
た
の
は
七
日
深
夜
で
あ
る
。
い
っ
た
い
申
奏
録
が

「
本
日
九
日
午
前
八
時

出
火
」
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

「
焼
失
之
顛
末
」
で
は
、
開
拓
大
判
官
松
本
十
郎
は
、
石
狩
町
大
火
の
通
報
を

受
け
て
、
と
り
あ
え
ず
東
京
出
張
所
に
電
報
で
報
告
を
し
た
(
「
不
取
敢
電
信
ヲ

以
御
届
申
上
候
」
)
と
な
っ
て
い
る
。

開
拓
使
の
電
信
記
録
に
よ
れ
ば
、
札
幌
本
庁
か
ら
東
京
出
張
所
へ
の
電
報
に
よ

る
報
告
は
、
二
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
(
注
4
)

第

一
報
は
、
石
狩
町
に
大
火
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
、
札
幌
の
松

本
大
判
官
か
ら
東
京
の
黒
田
長
官
に
宛
て
、
九
日
午
前
七
時
四
十
五
分
に
発
信
さ

れ
て
い
る
。
電
報
本
文
は
、
略
号
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
を
漢
字
に
置
き
換
え

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
本
日
午
前
八
時
石
狩
親
船
町
ヨ
リ
失
火
九
分
通
リ
焼
ケ
ル
即
刻
下
官
出
張
委

細
ハ
郵
便
ニ
テ
」

「
焼
失
之
顛
末
」
に
あ
る
「
不
取
敢
電
信
ヲ
以
御
届
申
上
候
」
と
い
う
の
は
、

こ
の
電
報
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
発
信
さ
れ
た
九
日
朝
に
は
松
本
十
郎
は

石
狩
に
滞
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
松
本
十
郎
は
、
石
狩
に
出
発
す

る
八
日
夜
に
発
信
の
指
示
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
理
由
で
、

翌
朝
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
第
一
報
が
東
京
に
着
信
し
た
の
は
、
発
信
か
ら
五
日
日
の
五
月
十
四
日
で

あ
る
。
一
五
信
と
し
て
は
、
は
な
は
だ
遅
い
が
、
こ
れ
は
当
時
津
軽
海
峡
の
電
信
線

が
不
通
に
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

本
州
と
北
海
道
を
結
ぶ
電
信
線
の
整
備
は
、
明
治
五
年
か
ら
始
ま
り
、
明
治
八

年
に
は
札
幌
東
京
聞
が
開
通
し
た
。
し
か
し
、
明
治
九
年
三
月
か
ら
津
軽
海
峡
の

海
底
線
が
不
通
に
な
り
、
復
旧
し
た
の
は
明
治
十
年
七
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
問
、

電
報
は
、
函
館
青
森
聞
を
郵
送
さ
れ
、
青
森
か
ら
再
び
東
京
に
発
信
さ
れ
て
い
た
。

(
注
5
)
函
館
か
ら
青
森
ま
で
順
調
に
ゆ
け
ば
一
日
程
度
で
中
継
で
き
た
よ
う
で

あ
る
が
、
こ
の
と
き
は
何
ら
か
の
原
因
で
時
聞
が
か
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

さ
て
、
第
一
報
に
は

「本
日
午
前
八
時
」
と
あ
る
の
だ
が
、
東
京
出
張
所
で
は

電
報
が
九
日
に
発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
本
日
」
を
九
日
の
こ
と
だ
と
解
釈

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
午
前
七
時
四
十
五
分
に
発
信
さ
れ
た
電
報
で

「
本
日

午
前
八
時
」
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。
あ
る
い
は
札
幌
に
通
報
の
あ
っ
た
時
刻
の

午
後
八
時
と
間
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

続
い
て
第
二
報
は
、
九
日
午
後
五
時
二
十
五
分
に
発
信
さ
れ
、
こ
れ
も
五
月
十

四
日
に
着
信
し
て
い
る
。
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「
本
日
午
前
三
時
、
石
狩
到
着
失
火
ヲ
、
取
調
タ
ル
ニ
市
中
家
屋
百
九
十
六
軒

板
倉
=
一十
三
軒
病
院
本
陣
類
焼
未
タ
若
手
井
ニ
私
有
地
残
ル
死
傷
又
蛇
シ
大
火
一

同
食
料
ニ
困
難
即
刻
救
助
照
準
賑
怖
至
急
取
計
全
テ
鋲
静
済
ミ
午
後
三
時
目
途
相



立
帰
ル
、
此
段
上
申
委
細
ハ
郵
便
ニ
テ
」

こ
の
第
二
報
で
は
、
具
体
的
な
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
自
国
頭
に
掲
げ
た

「
石
狩
港
火
災
ノ
義
上
申
」
は
、
こ
の
電
報
を
受
け
て
、
翌
日
の
五
月
十
五
日
に

起
案
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

第
二
報
で
も
「
本
日
午
前
三
時
到
着
」
と
あ
り
、
九
日
午
前
八
時
出
火
で
は
辻

楼
が
合
わ
な
い
。
い
っ
た
い
東
京
出
張
所
で
は
、
こ
う
し
た
矛
盾
の
あ
る
日
付
を

ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
局
、
太
政
官
へ
の
報
告
は
、
第

一
報
ど

お
り
出
火
を
五
月
九
日
午
前
八
時
出
火
と
し
て
起
案
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
明
治
九

年
五
月
九
日
が
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

2
・
区
画
整
理
の
経
緯

石
狩
町
誌
下
巻
は
、
明
治
九
年
五
月
の
区
画
整
理
に
つ
い
て
、
こ
の
火
災
が
き
っ

か
け
と
な
っ
た
と
し
、
大
火
と
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
経
緯

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

明
治
九
年
五
月
十
五
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
、
東
京
出
張
所
と
札
幌
本
庁
の

間
に
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。
(
注
6
)

ま
ず
、
五
月
十
五
日
に
東
京
出
張
所
の
安
田
、
調
所
連
名
で
松
本
宛
に
電
報
が

打
た
れ
て
い
る
。

松札
本 i限

東
京

{
女
因

調
所

「
石
狩
国
失
火
ノ
キ
ワ
区
画
ノ
体
裁
ヲ
札
幌
ノ
姿
ニ
照
準
ナ
ル
タ
ケ
改
正
ス
ベ

キ
旨
長
官
指
令
ア
リ
右
ニ
テ
ア
レ
委
細
ハ
近
日
鈴
木
大
亮
現
地
着
ノ
上
照
会
ス
ベ

シ
」さ

て
、
こ
の
電
報
に
対
し
、
五
月
十
八
日
、
札
幌
本
庁
の
松
本
十
郎
は
、
東
京

の
安
固
定
則
に
次
の
よ
う
に
返
信
し
て
い
る

東

京

札

幌

安

田

松

本

「
石
狩
失
火
ニ
付
区
画
改
正
ノ
義
承
諾
当
方
ニ
テ
モ
既
ニ
取
調
中
ニ
付
近
テ
可

申
進
」

東
京
の
安
田
と
は
、
安
固
定
則
開
拓
使
少
判
官
、
調
所
と
は
、
調
所
広
丈
札
幌

農
学
校
校
長
の
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
開
拓
長
官
の
黒
田
清
隆
は
、
五
月
五
日

か
ら
六
月
十
二
日
ま
で
伊
豆
に
滞
在
し
て
お
り
、
東
京
に
は
居
な
か
っ
た
。

(注
7
)
先
の
申
奏
録
の
起
案
者
が
「
開
拓
長
官
黒
田
清
隆
代
理
開
拓
中
判
官
西

村
貞
陽
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
為
で
あ
る
。

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
札
幌
か
ら
屯
信
に
よ
る
第

一
報
が
届
い
た
の
が
五
月
十

四
日
で
申
奏
録
の
「
石
狩
港
火
災
ノ
義
上
申
」
の
起
案
が
十
五
日
で
あ
る
。
大
火

の
報
告
を
受
け
、
太
政
大
臣
に
報
告
す
る
の
と
同
時
に
、
区
画
整
理
を
指
示
し
た

こ
と
に
な
る
。

お
そ
ら
く
、
黒
田
清
隆
に
は
、
石
狩
市
街
の
区
画
整
理
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら

関
心
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
札
幌
本
庁
か
ら
の
返
信
に
「
当
方
ニ
テ
モ
既

ニ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
札
幌
で
も
石
狩
市
街
の
区
画
整
理
の
必
要
性
を
認
識
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
石
狩
市
街
の
区
画
整
理
は
、
黒
田
長
官
個
人
だ
け
で
な
く
、

開
拓
使
全
体
の
関
心
事
で
も
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
石
狩
市
街
に
は
、
区
画
整
理
を
必
要
と
す
る
ど
の
よ
う
な
問
題
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

明
治
九
年
石
狩
町
大
火
か
ら
二
年
後
に
起
こ
っ
た
函
館
大
火
の
際
、

、
鈴
木
大

亮
書
記
官
は
、
黒
田
長
官
の
発
言
を
招
介
す
る
形
で
、
次
の
よ
う
に
問
題
点
を
指

摘
し
て
い
る
。
(
注
8
)

函
館
市
街
ノ
形
勢
タ
ル
ヤ
道
路
狭
陸
ニ
シ
テ
家
屋
相
薄
ナ
リ
、
此
市
街
ヲ
シ
テ
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泳三l

延
焼
ス
ル
勿
ラ
シ
メ
ン
ヲ
欲
シ
其
術
ヲ
求
ム
ル
量
得
ヘ
ケ
ン
ヤ
、
抑
港
ハ
其
メ
道

路
ヲ
測
理
、
ン
テ
地
図
ヲ
量
定
セ
シ
モ
ノ
ニ
非
ズ
、
移
住
ス
ル
者
ノ
自
ラ
撰
ブ
ニ
任

セ
自
然
ニ
街
衛
ヲ
為
シ
漸
次
現
今
繁
盛
ヲ
致
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
、
道
路
家
屋
ノ

格
構
屈
曲
粗
密
犬
牙
錯
雑
固
ヨ
リ
定
規
ナ
シ
、
一
朝
火
災
ノ
変
ア
ル
ニ
当
テ
ハ
消

防
術
ナ
ク
瞬
間
数
町
ニ
延
焼
シ
、
動
ス
レ
パ
今
回
ノ
如
災
害
ヲ
来
シ
、
祖
先
ノ
恩

恵
ト
畢
生
ノ
努
力
ト
ニ
因
テ
蓄
積
セ
シ
財
産
モ

一
朝
ノ
火
災
ニ
務
然
跡
ナ
ク
遂
イ

凍
餓
ニ
堪
エ
サ
ル
ナ
リ

石狩市街図

石
狩
な
ど
近
世
か
ら
形
成
さ
れ
た
道
内
の
街
の
多
く
は
、
海
岸
沿
い
の
捌
く
狭

い
土
地
に
形
成
さ
れ
、
明
確
な
都
市
計
画
も
な
く
自
然
発
生
的
に
発
展
し
た
。
函

館
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
問
題
点
は
、
石
狩
市
街
に
も
そ
っ
く
り
あ
て

は
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
区
画
整
理
の
「
照
準
」
と
さ
れ
た
札
幌
市
街
は
、
幕
末
ま
で
ほ

と
ん
ど
人
の
住
ん
で
い
な
か
っ
た
場
所
に
人
工
的
に
造
ら
れ
た
街
で
あ
る
。
明
治

九
年
当
時
、
札
幌
に
は
統

一
さ
れ
た
道
路
幅
を
も
ち
、
直
線
的
で
碁
盤
の
目
の
街

区
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
札
幌
、
旭
川
、
背
広
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
こ
う
し
た
都

市
計
画
が
何
に
由
来
す
る
の
か
議
論
は
あ
る
が
、
開
拓
使
は
新
し
く
建
設
す
る
都

市
は
も
ち
ろ
ん
、
明
治
以
前
か
ら
の
市
街
に
も
こ
の
よ
う
な
都
市
計
画
を
適
用
し

よ
う
と
し
て
い
た
。
実
際
に
明
治
十
年
に
根
室
、
明
治
十
一
年
に
浦
河
が
区
画
整

理
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
樽
も
明
治
十
二
年
の
大
火
後
に
区
画
整
理
が
行

わ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
区
画
整
理
の
内
容
は
、
各
地
に
よ
っ
て
差
が
あ
っ
た
。
函
館
で
は
、
道

路
幅
の
拡
幅
、
区
画
の
直
角
化
の
ほ
か
、
防
火
帝
や
公
図
の
設
置
が
検
討
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
石
狩
市
街
の
区
画
改
正
で
は
、
防
火
帯
や
公
図
の
設
置
が
行
わ
れ

た
形
跡
は
な
い
。
石
狩
市
街
の
区
画
整
理
は
、
道
路
幅
の
統

一
と
区
画
の
直
角
化

の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
形
で
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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3
.
町
並
み
の
変
遷

さ
て
、
そ
れ
で
は
区
画
整
理
が
行
わ
れ
る
以
前
の
町
並
み
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

先
に
紹
介
し
た
「
焼
失
之
顛
末
」
に
は
、
延
焼
範
囲
を
示
し
た
「
石
狩
市
街
図
」

と
題
さ
れ
た
図
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
、
焼
失
範
囲
を
朱
色
で
示
し
、

主
な
街
路
、
街
路
名
、
施
設
、
出
火
場
所
、
焼
失
を
免
れ
た
主
な
家
屋
を
示
し
て

い
る
。
明
治
九
年
大
火
で
焼
失
す
る
前
の
街
区
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

こ
の
図
の
特
徴
は
、
①
本
町
通
を
挟
ん
で
道
路
の
不
整
合
が
見
ら
れ
る
こ
と
②

本
町
通
か
ら
河
口
側
の
街
区
が
未
発
達
で
あ
る
こ
と
の

2
点
が
上
げ
ら
れ
る
。

①
に
上
げ
た
道
路
の
不
整
合
の
典
型
的
な
部
分
は
、
親
船
通
が
本
町
通
で
止
ま
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。
こ

の
図
中
で
本
町
通
を
挟
ん
で
市
街
を
貫
い
て
い
る
道
は
、

「旧
本
陣
」
と
「
教
育
所
」
が
面
し
て
い
る
通
り
と
金
龍
寺
か
ら
ま
っ
す
ぐ
続
く

道
路
(
横
町
通
)
だ
け
で
あ
る
。

旧
本
陣
と
は
、
現
在
の
弁
天
歴
史
公
園
の
場
所
に
あ
っ
た
運
上

屋

(
子山
小
屋
)

の
こ
と
で
あ
る
。
イ
シ
カ
リ
改
革
の
際
に
本
陣
と
改
め
ら
れ
、
明
治
四
年
に
廃
止

に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
駅
逓
所
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
通
り
は
、
運

上
屋
か
ら
石
狩
八
幡
神
社

(か
つ
て
は
石
狩
弁
天
社
が
あ
っ
た
)
ま
で
通
じ
る
も

の
で
、
幕
末
の
絵
に
も
拙
か
れ
て
い
る
近
世
以
来
の
道
路
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の

道
路
は
、
い
ず
れ
も
本
町
通
で
行
き
止
ま
り
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
現
在
と
異
な
る
部
分
が
い
く
つ
も
あ
る
。
ま
ず
、
旧
本
陣
か
ら
渡

船
場
へ
と
向
か
う
本
町
通
は
、
現
在
の
本
町
通
と
異
な
り
、
川
ま
で
ま

っ
す
ぐ
抜

け
て
は
い
な
い
。

一
旦
左
に
折
れ
、
更
に
右
に
曲
が
っ
て
渡
船
場
に
至
っ
て
い
る
。

こ
れ
と
同
様
の
市
街
が
描
か
れ
て
い
る
図
に
北
海
道
大
学
文
学
部
間
属
図
書
館

が
所
蔵
す
る

「石
狩
郡
図
(
三
番
)
』
が
あ
る
(
注
9
)
。

石
狩
郡
図
に
捕
か
れ
た
本
町
市
街
で
も
、
市
街
を
貫
い
て
い
る
道
は
、

「休
泊

所
」
が
商
し
て
い
る
海
側
の
道
路
だ
け
で
あ
る
。
休
泊
所
か
ら
川
に
向
か
う
道
は
、

本
町
通
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
現
在
の
本
町
通
と
異
な
り
、
川
ま
で
ま
っ
す
ぐ
抜

け
て
は
い
な
い
。

一
旦
左
に
折
れ
、
更
に
右
に
曲
が
っ
て
渡
船
場
に
至
っ
て
い
る
。

弁
天
通
に
平
行
す
る
街
路
が
何
本
か
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
弁
天
通
に
次

い
で
長
い
通
り
が
、
現
在
の
親
船
通
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
親
船
通

も
本
町
通
で
行
き
止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。
親
船
通
と
弁
天
通
の
間
に
通
り
は
な

く
、
現
在
の
横
町
通
は
捕
か
れ
て
い
な
い
。

石
狩
郡
図
の
年
代
は
、
明
雌
で
は
な
い
が
、
本
図
と
貼
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
石

狩
川
河
口
か
ら
茨
戸
付
近
ま
で
の
鮭
漁
場
名
と
経
営
者
及
び
凡
そ
の
漁
獲
高
を
示

し
た
図
の
内
容
か
ら
、
明
治
四
年
な
い
し
五
年
の
状
況
を
示
し
て
い
る
と
推
定
さ

れ
る
。
本
町
市
街
の
図
も
そ
の
こ
ろ
の
状
況
が
描
か
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
先
の

「
焼
失
之
顛
末
」
の
付
図
と
も
矛
盾
し
な
い
。

さ
て
、
先
に
挙
げ
た
特
徴
は
、
何
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
、
本
町
通
を
中
心
と
し
た
町
並
み
と
本
町
通
り
以
南
の
町
並
み
の
形
成
時

期
の
追
い
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

簡
単
に
言
え
ば
、
あ
る
時
期
ま
で
本
町
通
か
ら
下
流
側
の
み
に
市
街
が
形
成
さ

れ
、
上
流
側
に
は
、
川
沿
い
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
家
屋
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
本
町
通
か
ら
上
流
側
の
市
街
は
、
本
町
通
に
家
屋
が
立
ち
並
び
、
町

並
み
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
段
階
で
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
本
町
通
を
挟
ん
で
上

流
側
と
下
流
側
の
街
区
に
整
合
性
が
無
い
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

明
治
時
代
の
石
狩
市
街
に
つ

い
て
は
、
河
野
常
吉
の
残
し
た
い
わ
ゆ
る
河
野
ノ
ー

ト
に
記
述
が
あ
る
。
(注
叩
)

て

町
名

本
町
、
親
舟
町
、
舟
場
町
、

弁
天
町
、
石
狩
町
、
涜
町

中
町
、
横
町
、
新
町

(
高
嶋
氏
自
維
新
ノ
始
頃
ハ
本
町
、
中
町
、
新
町
、
川
縁
ア
リ
シ
メ
ン
ト
)
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「
高
嶋
氏
」
と
は
、
明
治
二
年
に
函
館
か
ら
兵
部
省
文
武
方
(
武
官
)
と
し
て

石
狩
に
赴
任
し
た
出
嶋
甚
五
郎
晴
信
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
高
嶋
氏
の
こ
の
発
言

を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
文
字
ど
お
り
に
読
め
ば
、
「
維

新
の
頃
に
は
、
本
町
、
中
町
、
新
町
、
川
縁
が
あ
っ
た
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し



か
し
、
本
町
地
区
の
八
町
の
町
名
を
上
げ
た
後
に
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
「
本
町
:
・
し
か
な
か
っ
た
」
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
と

す
れ
ば
明
治
二
年
こ
ろ
は
、
本
町
通
以
南
の
街
区
が
ま
だ
ほ
と
ん
ど
形
成
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
に
な
る
。

お
そ
ら
く
親
船
通
を
中
心
と
し
た
本
町
通
か
ら
上
流
側
の
市
街
が
発
達
し
は
じ

め
た
の
は
、
高
島
が
来
た
明
治
二
年
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
石
狩
郡
図
」
や

「石
狩
市
街
図
」
は
、
そ
う
し
た
経
過
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

4
.

「石
狩
市
中
地
図
」
と

「
建
家
調
」

区
画
整
理
を
目
的
と
す
る
石
狩
市
街
の
測
量
が
、
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
は

っ
き

り
し
な
い
の
だ
が
、
六
月
八
日
付
け
で
、
完
成
し
た
測
量
図
を
回
覧
し
た
文
書
が

残
さ
れ
て
お
り
、
五
月
中
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
(
注
日
)
こ
の
文
音
に
は

測
量
図
が
添
付
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
が
、
残
念
な
が
ら
筆
者
が
こ
の
文
書
を
閲
覧

し
た
際
に
は
、
付
図
を
収
め
た
と
み
ら
れ
る
袋
は
あ
っ
た
も
の
の
中
に
図
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
付
図
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
「
石
狩
市
中
地
図
」
が
、

石
狩
市
民
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
(
注
は
)

こ
の
資
料
に
は
、
本
町
通
り
か
ら
南
側
の
、
ち
ょ
う
ど
火
災
で
焼
失
し
た
範
囲

の
街
路
が
描
か
れ
て
い
る
。
図
中
に
は
、

「明
治
九
年
五
月
作
成
」
と
書
き
込
ま

れ
て
お
り
、
「
西
村
」
「
調
所
」
「
小
牧
」
な
ど
当
時
東
京
出
張
所
に
在
勤
し
て
い

た
幹
部
職
員
の
閲
覧
印
が
あ
る
。
内
容
か
ら
見
て
明
治
九
年
五
月
の
大
火
後
に
描

か
れ
た
街
路
図
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
測
量
後
の
区
画
整
理
作
業
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
状
況
を
伺
わ
せ
る
の
が
、
札
幌
本
庁
地
理
課
か
ら
石
狩
分
署
地
理

課
に
宛
て
ら
れ
た
次
の
資
料
で
あ
る
。
(
注
目
)

四
十
九

上
局

石
狩
市
街
区
画
更
正
調
ニ
付
問
合
ノ
件

地
理
課

石

狩

分

署

地

理

課

其
地
市
街
区
画
先
般
測
定
相
成
候
処
町
幅
ノ
義
ニ
付
長
官
殿
御
達
ノ
次
第
有
之

家
屋
満
街
ニ
不
至
前
更
正
可
相
成
ノ
御
詮
説
モ
有
之
候
ニ
付
別
紙
略
図
へ
朱
線
ヲ

以
更
正
ヲ
記
シ
甲
乙
二
葉
送
致
候
条
右
更
正
ニ
付
現
今
取
建
ノ
家
屋
ヲ
動
シ
候
分

何
軒
井
右
為
動
候
ニ
付
手
当
等
見
積
共
御
調
査
ノ
上
甲
乙
両
様
ニ
御
割
分
ケ
御
評

議
ノ
都
合
モ
有
之
候
問
極
至
急
御
差
回
相
成
度
此
段
申
進
候
也

九
年
八
月
八
日

石
狩
市
街
の
区
画
に
つ
い
て
は
、

先
般
測
量
が
行
わ
れ
、
道
路
や
街
区
の
帽
に

つ
い
て
は
、
黒
田
長
官
か
ら
家
が
再
建
し
て
し
ま
う
前
に
区
画
整
理
を
進
め
る
よ

う
指
示
が
あ
っ
た
。
つ

い
て
は
、
図
に
区
画
整
理
を
行
う
部
分
を
赤
線
で
示
し
た

図
を
甲
乙
二
案
作
成
す
る
と
と
も
に
、
既
に
建
て
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
家
屋
の

数
、
立
ち
退
き
補
償
資
の
見
積
も
り
を
作
成
せ
よ
。
審
議
す
る
都
合
も
あ
る
の
で
、

至
急
調
査
す
る
よ
う
に
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

測
量
が
行
わ
れ
た
の
が
明
治
九
年
五
月
で
、
こ
の
文
書
は
そ
の

3
ヶ
月
後
の
八

月
で
あ
る
。
五
月
の
東
京
出
張
所
と
の
電
報
の
や
り
取
り
で
は
、
札
幌
本
庁
も
石

狩
市
街
の
区
画
整
理
に
前
向
き
に
取
り
組
む
は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
が

3
ヶ
月
も
経
っ
て
区
画
整
理
計
画
を
提
出
せ
よ
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。ど

う
や
ら
黒
田
長
官
の
指
示
と
は
裏
腹
に
、
測
量
の
実
施
後
、
現
地
の
縄
張
り

は
、
す
ぐ
に
は
行
わ
れ
ず
、
そ
の
聞
に
家
は
次
々
と
再
建
さ
れ
て
い
っ
た
と
見
ら

れ
る
。
区
画
が
現
地
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
、
家
屋
が
再
建
さ
れ
れ
ば
、

区
画
か
ら
は
み
だ
す
も
の
が
出
る
の
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
る
。
札
幌
本
庁
の

指
示
に
、
再
建
さ
れ
た
家
屋
の
移
転
費
、
補
償
資
の
見
積
も
り
ま
で
言
及
さ
れ
て

い
る
の
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
感
じ
取
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

札
幌
本
庁
の
指
示
を
受
け
、
石
狩
分
署
が
行
っ
た
建
家
調
査
の
報
告
書
は
、

「
石
狩
市
建
家
調
」
と
し
て
八
月
十
七
日
付
け
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。
(
注
は
)
こ
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の
建
家
調
に
よ
れ
ば
、
建
っ
て
い
る
家
は
百
五
十
七
戸
、
建
坪
は
十
七
万
呼
と
な
っ

て
い
る
。
火
災
で
焼
失
し
た
家
屋
は
、
約
二
百
軒
で
あ
る
か
ら
大
火
後
三
ヵ
月
で

そ
れ
以
前
の
ほ
ぼ
八
割
の
家
屋
が
、
建
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

五
十
石
狩
市
街
幅
員
ノ
義
ニ
付
同
分
署
へ
照
会
ノ
件

上

局

地

理

謀

地

八

ノ

二

十

四

号

本

庁

石

狩

分

署

地

理

課

-

其
地
市
街
区
画
更
正

一
条
ニ
付
建
築
落
成
候
家
屋
取
調
ノ
義
申
進
候
処
ハ
第
十

一
号
ヲ
以
取
調
御
差
回
ニ
付
則
上
局
ヨ
リ
長
官
殿
へ
裏
議
ノ
処
既
ニ
家
屋
取
建
ノ

分
其
侭
ニ
差
置
向
後
取
掛
候
分
ハ
町
幅
取
康
メ
可
申
右
幅
員
ハ
八
間
之
無
候
テ
ハ

往
々
差
支
可
申
旨
御
達
ニ
付
御
心
得
迫
申
進
置
候
尤
右
ハ
佐
々
ノ
御
見
込
モ
之
有

御
差
図
モ
之
有
候
義
ニ
付
尚
上
局
へ
相
伺
ヒ
定
タ
出
張
ノ
上
実
地
ニ
就
キ
及
御
協

議
候
方
可
然
哉
ニ
存
候
テ
此
段
申
進
候
也

九
年
八
月
廿
二
日

五
十
五

石
狩
市
街
幅
員
ノ
義
ニ
付
伺

上
局

地
理
課

石
狩
市
街
焼
失
跡
幅
員
更
正
ノ
義
長
官
殿
御
口
達
ノ
次
第
モ
有
之
候
ニ
付
追
々

家
屋
取
立
候
分
相
除
キ
未
タ
不
取
立
分
幅
員
八
問
ノ
積
ヲ
以
テ
取
調
候
処
別
紙
画

図
面
ノ
姿
ニ
有
之
候
就
テ
ハ
取
調
ノ
通
家
屋
為
取
立
可
然
哉
画
図
面
相
副
此
段
相

伺
候
也

九
年
九
月

絵
図
ハ
六
号
付
ニ
テ
明
治
十
年
絵
図
入
袋
二
入
ル
(
朱
筆
)

石
狩
分
署
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
黒
田
長
官
に
区
画
整
理
の
障
害
と
な
る
家
屋

の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、
伺
い
が
た
て
ら
れ
た
。
黒
田
の
指
示
は
、
既
に
家
屋
が

建

っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
と
す
る
が
、
今
後
区
画
整
理
を
行
う
部
分
は
、

道
路
幅
を
八
聞
に
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
石
狩
分
署
で
は
、
現
況

に
合
わ
せ
て
、
計
画
図
の
「
石
狩
市
街
地
割
略
図
」
を
作
成
し
、
札
幌
木
庁
に
確

認
を
求
め
た
。
「
石
狩
市
街
地
区
画
剖
略
図
」
を
見
る
と
、
通
り
の
幅
は
八
聞
の

ほ
か
六
問
、
四
問
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
九
年
大
火
を
き
っ
か
け
に
意
図
さ
れ
た
石
狩
市
街
の
区
画
整
理

で
あ
っ
た
が
、
結
局
は
不
完
全
な
か
た
ち
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、

翌
十
年
四
月
に
再
び
起
き
た
大
火
後
に
も
同
様
に
市
街
が
測
量
さ
れ
、

区
画
整
理
が
行
わ
れ
た
。
幕
末
か
ら
急
速
に
形
成
さ
れ
た
石
狩
市
街
は
、
幾
度
か

繰
り
返
さ
れ
る
火
災
の
た
び
ご
と
に
古
い
町
並
み
を
整
理
し
、
次
第
に
我
々
が
知

る
市
街
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
開
拓
使
公
文
録
な
ど
開
拓
使
文
書
か
ら
明
治
九
年
石
狩
町
大
火
と

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
区
画
整
理
の
経
緯
を
た
ど
り
、
石
狩
市
街
の
形
成
過
程
に
つ

い
て
考
察
を
加
え
た
。
今
回
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
明
治
九
年
大
火

の
擢
災
者
に
は
小
屋
掛
料
の
支
給
が
行
わ
れ
た

(注
目
)
ほ
か
、
漁
民
に
も
資
金

の
貸
与
が
行
わ
れ
た
。
(注
目
)
催
災
者
に
対
す
る
生
活
資
金
の
貸
与
は
、
翌
明
治

十
年
大
火
の
際
に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
(
注
凶
)
い
ず
れ
も
支
給
対
象
者
の
名
簿
が

残
っ
て
お
り
、
明
治
九
年
の
建
家
調
と
合
わ
せ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
治

初
期
の
石
狩
町
の
住
民
像
が
よ
り
具
体
的
に
把
握
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
使
用
し
た
諸
資
料
は
、

一
昨
年
か
ら
進
め
て
い
る
石
狩
関
係
資
料
の
所

在
確
認
調
査
の
な
か
で
、
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
、

こ
う
し
た

資
料
の
一
党
の
作
成
、
活
字
化
、
分
析
が
必
要
に
な
ろ
う
。

本
稿
は
、
平
成
二
十
年
十

一
月
二
十
日
の
石
狩
市
郷
土
研
究
会
例
会
で
の
発
表

内
容
を
整
理
、
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
杭
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
田
中
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資
石
狩
市
郷
土
研
究
会
顧
問
及
び
村
山
耀
一
郷
土
研
究
会
会
長
に
様
々
な
ご
助
言

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

注
・
参
考
文
献

注
ー

注

2

「石
狩
町
誌

一
九
九
二

北
海
道
立
文
占
館
史
料

1王 1王
5 4 

石
狩
町

一
九
九
九

北
海
道
立
文
件
館
編

集
第
八

「
石
狩
町
焼
失
矧
末
御
届
ノ
件
」

書
館
蔵

・
簿
書
五
八
四
二

『本
庁
電
信
留
明
治
八
年
」

北
海
道
立
文
京
川
館
瞭

・
待
者

一
九
O
四

日
本
従
信
屯
話
公
社
編
一
九
六
回
『
北
海
道
の
電
信
電
話
史
』

「
四
十
五
石
狩
国
失
火
ニ
付
区
画
正
定
ノ
蒋
屯
報
往
復
」
『
明
治
十
年
編
霊
地
部

官
壱
号
」

北
海
道
立
文
書
館
磁

-
A
4
/
三
O
五
)
、
屯
報
は
『
本
庁
電
信
留

明
治
八
年
』
北
海
道
立
文

B
館
蔵

・
待
苫

一
九
O
山
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
、

略
号
ま
じ
り
の
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
適
宜
に

漢
字
に
置
き
換
え
て
記
載
し
た
。

注
2
前
掲
件
。
「
五
月
五
目
黒
団
長
宵
熱
海
浴
泉
不
在
中
中
判
官
西
村
貞
陥
代
理
ノ

件
」
及
び
「
六
月
十
二
日
県
削
長
官
制
京
ノ
件
」

函
館
市

『
同
館
市
山
通
説
編

一
」

『
石
狩
郡
図
(
三
番
)』

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵

・
図
類
二
十
三

「
石
狩
場
所
」
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵

・
別
9
5
1
、
4
・
K

O
N

「
石
狩
市
街
焼
失
跡
区
画
改
正
測
量
ニ
付
き
、
画
図
面
回
致
ノ
件
」

『明
治
九
年
開

拓
使
公
文
銀
本
庁
往
復
』

北
海
道
立
文
当
館
蔵
・
簿
在
五
八
三
九

縦
三
十
五
セ
ン
チ
、
横
田
卜
三
セ
ン
チ
。
凶
の
縮
尺
二
千
三
百
五
十
分
の

一。

ゼ
ロ
ッ

ク
ス
コ
ピ
ー
。

「
四
十
九

石
狩
市
街
区
画
更
正
調
ニ
付
間
合
ノ
件
」

「五
十

石

狩
市
街
幅
員
ノ
義
ニ
付
同
分
署
へ
照
会
」

下
巻
」

『申
奏
録

(
二
)
』

注
3 

『
開
拓
使
公
文
鈷

本
庁
上
申
』

北
海
道
立
文

1王
6 

Y玉
7 

注注注注
11 10 9 8 

1五
12 

13: 
13 

1王 Y玉
15 14 

「
五
十
五
石
狩
市
街
幅
貝
ノ
義
ニ
付
伺
」

『八
民
地
部
押
明
治
十
年
編
壱
号
』
北
海
道
立
文
件
館
蔵

・
A
4
/一ニ
O
五

『明
治
九
年
取
採
録
地
理
謀
」
北
海
道
立
文
丹
館
蔵

・
詩
書
一
五
八
O

「擢
災
ノ
者
小
屋
掛
料
井
職
回
一(
料
貸
付
ノ
儀
ニ
付
上
申
一

「明
治
九
年
開
拓
使
公
文

録
本
庁
上
申
』
北
海
道
立
文
書
館
蔵

・
簿
書
五
八
四
二

「
石
狩
市
街
大
火
ニ
付
、
漁
民
等
擢
災
者
へ
小
屋
掛
並
ニ
股
具
料
貸
与
ノ
件
」
『
明

治
九
年
間
拓
使
公
文
銭
本
庁
伺
』
北
海
道
立
文
書
館
政

・
簿
円
五
八
四

一

「
石
狩
市
街
失
火
ニ
付
慌
災
ノ
者
へ
賑
値
取
叶
度
義
上

-m」
『
明
治
十
年
開
拓
使
公

文
録
本
庁
上
申
』
北
海
道
立
文
咋
館
蔵

・
簿
#
五
九
六
回

1玉
16 

注
17 
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石
狩
尚
古
社
社
員

井
上
伝
蔵
と
土
方
常
吉
、
中
島
源
五
郎
の
俳
句

鈴
木
ト
ミ
エ

は
じ
め
に

明
治
期
に
お
け
る
石
狩
・

厚
田

・
浜
益
の
俳
句
史
は
、
村
山
家
文
書
や
石
狩
尚

古
社
資
料
館
の
資
料
、
石
狩
や
厚
田
の
神
社
、
寺
院
に
奉
納
さ
れ
た
献
灯
俳
句
に

因
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
詳
細
を
知
る
な
ら
ば
、
当
時
の
新
聞
を
丹

念
に
探
っ
て
い
く
し
か
な
い
。

そ
こ
で
、
明
治
期
に
発
行
さ
れ
た
北
海
道
毎
日
新
聞
、
小
樽
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
俳
句
に
閲
す
る
記
事
を
調
査
し
、
こ
れ
ま
で
に
拙
著

「石
狩
・
厚
田

・
浜
益
歴

史
年
表
(
明
治
幻
年
1
明
治
お
年
)
』
に

「新
聞
に
見
る
石
狩
の
俳
句
」
・

「懸
賞

俳
句
」
・
「
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
石
狩
の
俳
句
」
を
、
『
同

(
明
治
お
年
J
明
治
お

年
)
』
に
は
「
井
上
伝
蔵
と
石
狩
青
年
会
」
、
『
同
(
明
治
却
年
)
』

に
「
俳
句
結

社
浜
益
風
親
社
」
・
「
石
狩
尚
古
社
の
俳
句
」

・「
浜
益
の
俳
句
結
杜
と
抱
月
」
を
ま

と
め
た
。

こ
こ
で
は
、
明
治
訂
年
ロ
月
白
日
ま
で
の
北
海
道
毎
日
新
聞
と
ほ
か
の
資
料
を

加
え
、
井
上
伝
蔵
と
土
方
常
吉
、
中
島
源
五
郎
の
俳
句
を
採
っ
て
み
た
い
。

1
・
井
上
伝
蔵
(
俳
号
は
柳
蛙
)
の
俳
句

井
上
伝
蔵

(俳
号
は
柳
蛙
l
り
ゅ
う
あ
。
石
狩
で
は
伊
藤
房
次
郎
と
い
わ
れ
た
)

の
俳
句
は
、

『尚
古
集
』
や
神
社
・
寺
院
の
献
灯
俳
句
、
石
狩
尚
古
杜
資
料
館
の

資
料
に
残
さ
れ
て
お
り
、
研
究
者
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
井
上
伝
践
と
い

う
人
物
に
つ
い
て
も
、
拙
著
の

「新
聞
に
見
る
石
狩
・

厚
田
・
浜
益
歴
史
年
表

(
明
治
初
年
J
明
治
お
年
)
』
で
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。

す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
伝
蔵
の
俳
句
を
も
う
一
度
、
年
代
別
に
列
記
し
、
さ

ら
に
北
海
道
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
句
を
追
加
し
た
い
。
た
だ
し
、
新
聞
は
前

述
し
た
よ
う
に
明
治
訂
年
ロ
月
白
日
ま
で
を
調
査
し
た
も
の
な
の
で
、
今
後
、
ま

た
追
加
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

明
治
犯
年
発
行
の

『尚
古
集
」
に
纏
め
ら
れ
た
俳
句
以
外
の
句
と
、

そ
れ
以
降

の
俳
句
は

『井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
(
中
嶋
幸
三
著
)
、

『井
上
伝
蔵
全

作
品
』
(同
)
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
石
狩
で
詠
ま
れ
た
俳
句
の
み
を
列
記
し
た
。

明
治
お
年

「高
橋
江
雪
君
の
初
老
を
祝
し
て
」

扱
ひ
も
行
届
け
り
梅
の
宿

柳
生

(
伝
蔵
の
長
女
吉
村
フ
ミ
所
有
の
短
冊
)

明
治
初
年

「高
橋
梅
ト
居
士
量
一
前
に
捧
ま
つ
り
て
」

梅
雨
晴
れ
や
手
向
の
水
に
立
煙
り

初1I

(蛙
~官

石
狩
俳
壇
苦士
n.t.:.、

所
JI文

「石
狩
弁
天
社
句
合
わ
せ
」
木
公
庵
箕
山
撰

汲

上

げ

る

釣

瓶

手

か

な

し

初

嵐

柳

蛙
(
『石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

「石
狩
八
幡
社
大
祭
奉
額
句
・

今
秋
季
五
題
抜
粋
十
六
章
」
硯
巌
庵
松
風
撰

照
り
返
寿
夕
日
に
暑
し

秋

の

蝉

柳

蛙

(注

・
寿
|
す
。
石
狩
八
幡
神
社
の
奉
額
)

(
選
者
不
明
)

浴

ミ

し

て

端

座

を

壊

し

初

嵐

柳

蛙

(注
・浴
ミ
|
ゆ
あ
ミ
。
壊
し
l
く
ず
し
。
前
川
道
究
所
蔵
の
尚
古
社
会
員
句
帖
)

「
妻
に
先
立
た
れ
し
加
藤
有
隣
君
の
こ
こ
ろ
を
汲
み
て
」

思

ひ

出

す

こ

と

皆

悲

し

秋

の

暮

柳

蛙

(
「石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)
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明
治
幻
年

柳
蛙
の
俳
句
は
見
当
た
ら
な
い
。

明
治
お
年

「尚
古
社
月
並
衆
議
評
」

春
秋
庵
主
人
み
き
雄
撰

所

作

な

く

も

礼

儀

協

や

年

男

柳

蛙

(
注
・
憧
|
た
し
か
。
石
狩
尚
古
杜
資
料
館
資
料
)

明
治
却
年

「尚
古
社
文
明
一
関
」
三
省
堂
有
隣
撰

煤
掃
て
我
家
も
広
ふ
思
ひ
け
り

卵
庄

'守
R
T

・-
M
M刊
A

，(
『
石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

「
尚
古
社
社
員
吟
・
情
歌
」

宵
に
勇
ん
だ
夕
部
の
客
も
今
朝
は
思
案
の
胸
算
用

相
蛙

(
『
石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

「
石
狩
尚
古
社
月
並
会
」
木
公
庵
箕
山
撰

養

育

は

人

も

か

く

あ

れ

雀

の

子

柳

性

(
マ
マ
、
注
・
柳
蛙
?
。
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
5
月
付
)

子

賓

の

家

や

の

き

に

も

雀

の

子

柳

性

(
マ
マ
、
注

・
柳
蛙
?
。
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
ぬ
年
5
月
付
)

「
石
狩
梅
ト
翁
追
悼
祭
句
合
」
東
京
蜂
庵
採
花
撰

い

つ

の

間

に

小

雨

は

晴

れ

て

脱

月

柳

蛙

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
加
年
8
月
付
)

「
石
狩
尚
古
社
月
並
第
十
一
回
」
三
省
堂
有
隣
撰

黄

昏

や

蚊

の

む

れ

崩

す

通

り

雨

柳

桂

(
マ
マ

、
注

・
柳
蛙
?
。
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
叩
月
付
)

「
石
狩
尚
古
社
月
並
発
句
」
三
省
堂
有
隣
撰

庄
屋
と
の

、
行

司

振

よ

し

村

相

撲

柳

蛙

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
ロ
月
付
)

飛
び
入
り
の
小
男
勇
ま
し
辻
相
撲

柳
住

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
ロ
月
付
)

勝

相

撲

親

の

名

ま

て

も

褒

問

け

り

柳

蛙

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
ロ
月
付
)

「
石
狩
尚
古
社
時
雨
忌
並
文
壇
納
発
句
」
窓
鶴
庵
蕗
蕉
撰

し
く
る
、
や
渡
場
で
聞
く
く
れ
の
鐘
柳
蛙

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
以
月
付
)

「
石
狩
向
古
社
時
雨
忌
並
文
壇
納
発
句
」
木
公
庵
箕
山
撰

水

鳥

の

月

取

巻

て

あ

そ

ひ

け

り

柳

蛙

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
ぬ
年
は
月
付
)

相
蛙

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
以
月
付
)

水
鳥
や
月
よ
り
外
に
物
も
な
き

明
治
初
年

「英
照
皇
太
后
陛
下
追
弔
の
意
を
捧
表
し
て
」

御
降
り
や
仰
し
顔
に

一
ト

雫

柳

蛙

(
注
・
御
降
り
|
お
さ
が
り
。
佐
藤
セ
ツ
所
有
の
短
冊
)
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明
治
お
年

「
石
狩
尋
常
高
等
小
学
校
校
長
源
問
友
雄
転
勤
に
よ
る
送
別
の
句
」

友

立

て

い

と

、

淋

し

ゃ

雪

の

く

れ

柳

蛙

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
出
年
2
月
付
)

明
治
犯
年

「石
狩
尚
古
社
臨
時
即
吟
会
」

も
、
咲
く
や
物
に
不
足
の
な
き
構
ひ

柳
蛙

(
『
い
し
か
り
暦
』
第
日
号
所
収
)

明
治
犯

l
M年

柳
蛙
の
俳
句
は
見
当
た
ら
な
い
。

明
治
お
年

「
尚
古
杜
先
亡
会
員
十
二
名
の
追
善
句
」



夜
の
空
と
思
へ
ぬ
月
の
光
か
な

柳
蛙

(
『尚
古
集
」
所
収
)

松
風
に
雲
は
ら
は
し
て
け
ふ
の
月

柳
蛙

(「
尚
古
集
』
所
収
)

「
尚
古
集
社
員
吟
・
八
幡
神
社
奉
納
額
」

悌
の
限
に
ち
ら
つ
く
や

た

ま

祭

柳

蛙

(注

・
悌
|
お
も
か
げ
。

「尚
古
集
」
所
収
)

「尚
古
社
社
員
連
句
」

盗
ま
れ
し
大
角
豆
に
垣
の
栓
も
な
し

(
注
・
大
角
豆
ー
さ
さ
げ
。

「鎌
田
池
菱
記
録
の
物
故
会
員
追
善
句
」

一
声

の

跡

は

鵜

や

ほ

と

と

ぎ

す

柳

蛙

(
『井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
」
所
収
)

山
路
来
て
其
日
も
過
て
不
如
帰

柳

蛙

(
『
井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

だ
し
ぬ
け
に
只

一
声
や

時

鳥

柳

蛙

(『
井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
」
所
収
)

千
秋
の
思
ひ
や
花
に
雨

一

日

柳

蛙

(
『井
上
伝
蔵
l
秩
父
事
件
と
俳
句
」
所
収
)

今
暮
る
、
ま
で
烏
も
き
っ

花

の

山

柳

蛙

(
『
井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

暮
て
散
る
花
に
は
風
も

一
一明
よ

し

柳

蛙

(
『井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

名

月

や

軒

に

光

り

し

蜘

の

糸

柳

蛙

(
「井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

夜

の

空

と

思

へ

ぬ

月

の

光

哉

柳

蛙

(
『井
上
伝
蔵
l
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

松

風

に

雲

は

ら

ハ

し

て

と

ハ

の

月

柳

蛙
柳
蛙

「
い
し
か
り
暦
』
第
日
号
所
収
)

(
『井
上
伝
蔵

l
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

山
里
や
日
毎
に
替
る
雪
国の

道

柳

蛙

(
『井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

(
選
者
は
な
し
)

風
も
な
き
夜
や
し
と
し
と
と
桁
る
雪

柳
蛙

(
『井
上
伝
蔵
全
作
品
』
所
収
)

一
ツ
宛
聞
の
あ
る
や
雪
の
鐙

柳
蛙

(注

・
宛
|
ず
つ
。
『
井
上
伝
蔵
全
作
品
所
収
)

明
治
初
年

柳
蛙
の
俳
句
は
見
当
た
ら
な
い
。

明
治
幻
年

「石
狩
尚
古
社
文
壇
開
」
波
辺
人
也
撰

浪
な
り
に
例
ね
た
侭
な
り
小
殿
原

柳
蛙

(
注
・
例
ね
た
|
は
ね
た
。
『
石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

「尚
古
社
社
員
吟
」

波
辺
人
也
撰

松
も
琴
暫
し
止
め

て

初

日

か

な

柳

蛙

(注

・
暫
し
|
し
ば
し
。
『
井
上
伝
蔵

i
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

「
石
狩
八
幡
神
社
奉
燈
句
」
渡
辺
人
也
撰

茸
狩
や
柴
に
う
た
た
る
向
腔

柳
蛙

(
『
い
し
か
り
暦
」
第
日
号
所
収
)

柳
蛙

(
『
い
し
か
り
暦
』
第
日
号
所
収
)

柳
蛙

『井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

鹿
鳴
く
や
京
は
近
し
て
思
は
れ
す

刈
り
残
す
小
村
境
の
薄
か
な

(注

・
薄
l
す
す
き
。

「献
灯
俳
句
」

菊
つ
く
る
の
も
巧
者
な
り
楽
ほ
り

柳
蛙

(
『石
狩
俳
坦
誌
』
所
収
)

柳
蛙

山
里
の
果
報
や
昼
も
虫
の
声
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(
『
石
狩
俳
壇
誌
」

，
ず
E
E
噌
I

臣、J

司
同
げ
山
川
ν
」

年
代
不
詳
の
俳
句

「
尚
古
社
社
員
吟
」
苔
石
撰

水

に

浮

く

ち

り

も

花

な

り

吉

野

山

柳

蛙

(『
井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

「
尚
古
社
文
盟
関
・
情
歌
」

選

者

不

明

長
い
お
顔
に
み
じ
か
い
お
髭
高
い
帽
子
に
低
い
必
柳
蛙

(
『井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
」
所
収
)

「
都
々
逸
」
松
山
撰

名
さ
へ
お
福
で
お
多
福
娘
め
た
れ
が
仕
禍
の
縞
れ
腹
柳
蛙

(
『
井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

「
短
冊
」

友
去
り
て
か
ら
暫
し
て
入
梅
ふ
か
し
柳
蛙

(『
井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
」

日

の

恵

み

は

る

は

氷

も

砕

け

と

ぶ

柳

蛙

(『
井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

限
も
な
く
日
の
照
る
庭
の
す
み
れ
か
な
柳
蛙

(「
井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

白
菊
の
香
を
汲
み
て

袖

ぬ

ら

し

け

り

柳

蛙

(
『
井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
所
収
)

「短
冊
|
高
橋
翁
の
金
婚
を
祝
し
て」

た

ぐ

ひ

な

き

千

代

の

睦

や

梅

柳

柳

蛙

(「
井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
」
所
収
)

明
け
空
を
見
よ
と
て
鳴
か
ん
初
が
ら
す
柳
蛙

(
『井
上
伝
蔵
全
作
品
」
所
収
)

吊
し
た
る
菜
に
も
程
よ
き
小
春
か
な
柳
蛙

(
『
井
上
伝
蔵
全
作
品
』
所
収
)

白
菊
も
野
菊
も
萩
も
枯
れ
は
て
て
ひ
と
り
や
さ
し
き
友
も
逝
き
た
り
柳
蛙

所
収
)

(『
井
上
伝
蔵
全
作
品
』
所
収
)

明
治
犯
l
M
年
5
月

柳
蛙
の
俳
句
は
見
当
た
ら
な
い
。

明
治
叫
年
6
月

井
上
伝
蔵

一
家
は
、
石
狩
を
去
り
札
幌
へ
転
居
し
た
。

井
上
伝
蔵
は
札
幌
で
下
宿
業
の
石
狩
館
を
常
業
し
た
。
翌
何
年
5
月
に
札
幌
か

ら
野
付
牛
(
現
在
の
北
見
市
)
へ
転
居
。
こ
こ
に
は
、
か
つ
て
石
狩
尚
肯
社
社
白
(

で
と
も
に
俳
句
を
つ
く
り
、

石
狩
青
年
会
の
演
説
会
で
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
た
仲
間
の

土
方
常
吉
が
待
っ
て
い
た
。
土
方
は
、
大
正
7
年
に
伝
蔵
が
死
去
し
た
と
き
、
葬

儀
委
員
長
を
引
き
受
け
て
い
る
。

石
狩
尚
古
社
の
俳
句
活
動
は
明
治
却
年
に
引
き
続
き
、
明
治
訂
年
も
活
発
で
あ

る
。
明
治
初
年
の
北
海
道
毎
日
新
聞
は
数
枚
し
か

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
残
っ
て

お
ら
ず
石
狩
尚
十日
社
会
員
の
動
向
が
見
え
に
く
い
。
明
治
相
ω
年
の
新
聞
に
は
柳
蛙

の
俳
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
石
狩
尚
古
社
の
句
会
で
詠
ん
だ
会
員
一

同
の
俳
句
が
、
た
ま
た
ま
北
海
道
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

当
時
、

全
道
的
に
俳
句
が
臨
ん
に
な
り
俳
句
結
社
が
で
き
た
。
小
柿
新
聞
も
北

海
道
毎
日
新
聞
も
俳
句
を
募
集
し
、
そ
れ
を
選
句
し
て
紙
回
に
掲
枕
し
た
。
け
れ

ど
、
井
上
伝
蔵
は
こ
れ
ま
で
、
個
人
的
に
投
稿
し
た
こ
と
は

一
度
も
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
明
治
目
年
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
石
狩
尚
古
社
の
会
員

一
同
の

俳
句
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
そ
の
な
か
に
は
伝
蔵
の
俳
句
は
な
い
。
明
治

初
年
か
ら
出
年
に
か
け
て
、
井
上
伝
蔵
こ
と
柳
蛙
の
俳
句
は
わ
ず
か

2
句
。
作
句

を
休
止
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

蛇
足
に
な
る
が
、
明
治
犯
年
8
月
、
第
7
師
団
工
兵

・
砲
兵
の
大
前
背
が
石
狩

河
円
付
近
で
行
わ
れ
た
。
当
時
の
加
藤
一
色
戸
長
が
委
員
長
と
な
り
歓
迎
準
備
委

員
会
が
結
成
さ
れ
、
町
の
有
力
者
の
ほ
と
ん
ど
が
委
員
と
な
っ
て
準
備
が
す
す
め

ら
れ
師
同
の
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
準
備
委
員
に
は
、
有
力
者
と
し
て
認
め
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ら
れ
な
か
っ
た
の
か
井
上
伝
蔵
の
名
前
は
な
い
。

同
年
ロ
月
に
、
尚
古
社
会
員
が
海
軍
志
願
兵
を
お
く
る

「送
別
俳
句
」
を
詠
ん

だ
が
、
そ
れ
に
も
参
加
し
て
い
な
い
。

伝
蔵
は
、
そ
れ
よ
り

3
年
前
の
明
治
初
年
に
は
、
石
狩
青
年
会
の
演
説
会
で

「
権
利
の
種
類
」
と
題
し
て
演
説
。
さ
ら
に
同
年
、

北
海
道
か
ら
委
託
さ
れ
た
農

商
務
通
信
嘱
託
者
で
も
あ
る
。
石
狩
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
逃
亡
者
と
い
う

暗
い
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
速
い
。

そ
の
よ
う
な
伝
蔵
で
あ
っ
た
が
、

前
述
し
た
よ
う
に
戦
争
に
結
び
つ
く
権
力
者

に
は
敏
感
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

2
・
石
狩
・
厚
田
・
浜
益
の
俳
句
結
社
と
土
方
常
吉
(
俳
号
は
抱
月
)

土
方
常
吉
の
俳
号
は
抱
月
。
抱
月
の
俳
句
が
初
め
て
記
録
さ
れ
た
の
は
、
明
治

均
年
7
月
の
北
海
道
毎
日
新
聞
に
よ

っ
て
で
あ
る
。
当
時
、
石
狩
尚
古
社
の
会
員

で
、
同
年
日
月
の
新
聞
に
は
浜
益
の
俳
句
結
社
「
風
親
社
」
の
会
員
と
し
て
も
名

前
を
連
ね
て
い
る
。

ま
た
、

厚
田
村
の
俳
句
結
社
「
正
風
社
」
(
結
成
年
不
明
)
の
会
員
で
も
あ
り
、

明
治
泊
年
に
正
風
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
ち
ょ
の
友
」
に
も
抱
月
の
名
が
あ
る。

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
俳
句
は
、
明
治
討
年
ロ
月
ま
で
に
調
査
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、

今
後
も
追
加
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ほ
か
に
、
明
治
叫
年
に
、
正
風
社
が
厚
田
の
常
照

寺
や
正
眼
寺
に
奉
納
し
た
句
額
の
な
か
に
も
、
社
員
の

一
人
と
し
抱
月
の
名
が
あ

る
。石

狩
在
住
時
に
は
、
井
上
伝
蔵
と
親
交
の
深
か
っ
た
抱
月
。
抱
月
は
石
狩
、
浜

益、

厚
田
と
の
俳
句
結
社
と
関
わ
り
を
も
ち
、
北
海
道
毎
日
新
聞
に
も
投
稿
し
た

ほ
ど
積
極
的
な
人
物
に
思
え
る
。
一
方
、
伝
蔵
は
石
狩
尚
古
社
の
句
会
だ
け
に
と

ど
ま
り
作
句
し
て
い
た
よ
う
だ
。

石
狩
と
岸
田
の
俳
句
愛
好
者
は
、
明
治
お
年
に
石
狩
で
発
行
さ
れ
た

『山
田
露

蕉
古
希
之
賀
句
集
』
に
厚
田
神
社
の
神
主
で
あ
っ
た
萩
原
泰
能
(
俳
号
は
大
道
)

や
漁
家
の
佐
藤
排
蔵
(
俳
号
は
茶
排
)
の
俳
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
、
石
狩
尚
古
杜
の
会
員
で
あ
る
井
尻
静
蔵
、
上
野
正
、
畠
山
清
太
郎
は
、

厚
田
村
に
漁
場
を
も
ち
漁
業
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

石
狩
と
厚
田
の
俳
句
仲
間
に
は
交
流
が
あ
り
、
さ
ら
に
抱
月
を
通
し
て
浜
益
と
も

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
治
却
年
の
新
聞
で
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。

抱
月
は
石
狩
に
在
住
し
て

い
た
寄
留
人
だ
っ
た
の
か
、
職
業
や
花
住
朋
間
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

伝
蔵
の
末
娘
佐
藤
セ

ツ
の
証
言
に
「
そ
の
人
は
北
見
に
参
り
ま
し
た
ら
時
計
屋

さ
ん
を
開
い
て
ま
し
て
、
石
狩
で
も
一
緒
で
し
た
」
と
あ
る
。
明
治
加
年
当
時
は
、

石
狩
に
居
住
し
な
が
ら
浜
益
風
親
杜
の
会
員
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

石
狩
か
ら
厚
田
へ
転
居
し
、
そ
の
後
に
野
村
牛
へ
行
っ
て
か
ら
も

「梧
桐
会」

(注

・
あ
お
ぎ
り
か
い
)
で
俳
句
活
動
を
続
け
た
。
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
愛
知
県

丹
羽
郡
犬
山
町
か
ら
厚
田
に
転
籍
し
た
の
は
明
治

ω年
4
月
。
そ
れ
ま
で
の
問
、

戸
籍
を
移
さ
ず
厚
田
で
も
寄
留
人
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
よ
う
だ
。

野
付
牛
に
転
入
届
け
を
出
し
た
の
は
明
治
必
年
2
月
で
あ
る
。

伝
蔵
が
野
付
牛
に
転
居
し
た
の
は
的
年

5
月
、
抱
月
こ
と
土
方
常
吉
を
頼
り
に

し
て
行
っ
た
と
思
え
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
土
方
常
吉
は
井
上
伝
蔵
の
葬
儀
委
員
長
に
な
る
ほ
ど
、
親

交
が
深
か
っ
た
の
だ
。

明
治
却
年

石
狩
尚
古
社
の
会
員
と
し
て
の
俳
句

「
石
狩
尚
古
社
月
並
発
句
集
」
木
公
庵
箕
山
撰

月
落
ち
て
鳴
く
声
高
か

き

蛙

か

な

抱

月

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年

7
月
付
)

雲
低

く

き

空

に

鳴

き

立

つ

蛙

か

な

抱

月

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
ぬ
年
7
月
付
)
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抱
月

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
7
月
付
)

月
低
く
蛙
は
高
か
く
・
附
く
夜
か
な
抱
月

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
羽
年
7
月
付
)

「
石
狩
梅
ト
翁
追
悼
祭
句
合
」
木
公
庵
箕
山
挺

卯

の

花

や

容

か

ね

て

居

る

庭

の

面

抱

月

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
羽
年
8
月
付
)

「
石
狩
尚
古
社
月
並
発
句
」
三
省
堂
有
隣
撰

乞

食

も

口

ま

口

口

日

な

口

蓮

の

飯

抱

月

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
ロ
月
付
)

山
雀

や

口

口

ふ

て

行

け

は

奥

の

院

抱

月

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
ロ
月
付
)

譲
つ
り
た
る
相
撲

締

麗

な

手

際

哉

抱

月

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
幼
年
ロ
月
付
)

「
石
狩
尚
古
社
時
間
忌
並
文
壇
納
発
句
」
窓
鶴
庵
露
蕉
撰

風
呂
吹
や
焚
火
に
負

て

灯

の

階

抱

月
(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
初
年
比
月
付
)

「
石
狩
尚
古
社
時
雨
忌
並
文
国
納
発
句
」
木
公
庵
箕
山
撰

水
鳥
や
船
を
放
れ
す
近
寄

ら

す

抱

月(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
リ
宿
泊
年
ロ
月
付
)

水
鳥
や
軒
ま
て
届
く
し
ほ
明
り

抱

月(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
ロ
月
付
)

風
呂
吹
や
焚
火
に
負

て

火

の

暗

抱

月
(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
ロ
月
付
)

「
本
社
山
結
集
・
十

一
月
分
句
合
披
露
」
東
京
細
鱗
舎
松
江
撰

姦

ま

し

き

も

の

は

女

そ

大

根

ひ

き

石

狩

抱

月

(注

・
姦
ま
し
き
|
か
し
ま
し
き
。
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
ロ
月
付
)

「
本
社
募
集

・
十
一
月
分
句
合
披
露
」
西
京
胤
尾
凶
撰

接
木
し
て
楽
み
の
増
す
日
口
か
な

石
狩

抱
月

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
初
年
ロ
月
付
)

浜
益
胤
親
社
の
会
員
と
し
て
の
俳
句

「
浜
益
風
親
社
月
次
集
」
東
京
其
角
堂
機

一
撰

珍

ら

し

き

噺

と

り

ま

く

団

扇

哉

抱

月

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
加
年
日
月
付
)

抱
月

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
加
年
日
月
付
)

世
の
中
や
鴨
の
足
に
も
隙
の
な
き

藻
花
や
風
に
ま
口
せ
し
さ
き
所

明
治
初
年
・
出
年

抱
月
の
俳
句
は
見
当
た
ら
な
い
。
柳
蛙
と
抱
月
は
こ
の
2
年
間
、
作
句
を
休
止

し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る。

明
治
加
年

厚
田
の
俳
句
結
社

「正
風
会
」
会
員
と
し
て
の
俳
句

『ち
ょ
の
友
』
に
掲
載
さ
れ
た
匂
伊
勢
山
一
品凶
耕
一山
撰

初

鮭

や

ア

イ

ヌ

の

小

屋

に

澗

の

樽

抱

月
(『
石
狩
俳
出
誌
」
所
収
)

梅

雨

哨

や

弦

か

へ

て

見

る

弓

の

癖

抱

月
(
『
石
狩
俳
壇
一
一九時
』
所
収
)

火
ま
つ
り
す
る
附
あ
り

群

来

錬

抱

月

(注

・
哨
ー
は
な
し
。
『
石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

低
う
来
て
雲
の
か

ら

ま

る

で

か

な

抱

月

(注

-t
ー
す
す
き
。

『
石
狩
俳
壇
誌
」
所
収
)

眼
き
手
に

一
と

搬

み

木

の

芽

か

な

抱

月

(注

・
限
き
ー
な
ま
ぐ
さ
き
。
『
石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

洗
い
出安

吹

か

せ

て

居

る

や

春

の

風

抱

月
(『
石
狩
俳
出
誌
』
所
収
)

抱
月
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(
『石
狩
俳
填
誌
』
所
収
)

切
凧
を
追
ふ
や
切
下
駄
堤
な
か
ら

抱
月

(
『
石
狩
俳
府
訟
』
所
収
)

稲
か
り
や
は
け
む
手
元
を
覗
く
月

白
己
司

1

4
Aヲ

I
/(

『
石
狩
俳
附
一
誌
」
所
収
)

伸
る
た
け
つ
ほ
み
持
け
り
葵
は
な

抱
月

(
『石
狩
俳
町
一
誌
」
所
収
)

明
治
お
年

石
狩
の
俳
句
結
社
「
尚
古
社
」

ち
る
花
の
法
会
や
後
も
花
盛

で
時
ハ
元
戸
行
の

『
尚
古
社
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
句

厚
田

抱

月

(
『
石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

明
治
引
年

「
逸
象
選
」
(
注

・
選
者
の
逸
象
は
俳
画
を
暗
み
、
そ
の
絵
は
厚
出
の
正
眼
寺

に
奉
納
さ
れ
た
句
額
に
あ
る
)

遠
山
も
動
く
日
和
ゃ
い
わ
し
曳

抱
月

(
『
石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

明
治
引
年
に

「常
照
寺
へ
奉
納
し
た
句
額
」

・「
正
眼
寺
へ
奉
納
し
た
句
額
」
に
、

抱
月
の
俳
句
が
あ
る
が
、
ま
だ
解
読
さ
れ
て
い
な
い
。

3
.
生
振
「
弥
生
社
」
社
主
、
中
島
源
五
郎
(
俳
号
は
桃
下
)
の
俳
句

中
島
源
五
郎
の
俳
句
が
初
め
て
登
場
し
た
の
は
、
明
治
却
年
末
の
北
海
道
毎
日

新
聞
「
文
苑
」
棚
(
『
新
聞
に
見
る
石
狩

・
厚
田

・
浜
益
歴
史
年
表
(
明
治
ぬ
年
)』

参
照
)
に
お
い
て
で
あ
る
。

明
治
却
年

「
石
狩
尚
古
社
時
間
忌
並
文
盗
納
発
句」

窓
鶴
庵
露
荏
…
撰

辻
堂
の
鳥
居
そ
た
か
し
か
れ
を
は
な

桃

下

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
却
年
は
月
付
)

「
石
狩
尚
古
社
時
雨
忌
並
文
壇
納
発
句
」

木
公
庵
箕
山
撰

水
鳥
の
機
嫌
に
直
る
円

和

か

な

桃

下

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
羽
年
は
月
付
)

桃
下

(北
海
道
毎
H
新
聞
明
治
ぬ
年
ロ
月
付
)

戻
り
に
も
時
雨
真
向
ふ
野
道
哉

『鎌
田
池
菱
と
尚
古
社
』

(
中
島
勝
久
著
)
に
よ
れ
ば
、
桃
下
の
本
名
は
中
島

源
五
郎
。
元
治
元
年
福
島
県
梁
川
町
生
ま
れ
、
士
族
。
石
狩
郡
生
振
尋
常
小
学
校

の
初
代
校
長
(
注

・
明
治
加
年
ロ
月
目
日
仮
始
業
初
年
2
月
比
日
開
校
式
)
で
あ
っ

た
。お

年
ロ
月
に
生
振
神
社
に
悲
納
し
た
句
、
組
に
は
、

生
振
村
に
入
植
し
た
愛
知
県

団
体
員
で
結
成
さ
れ
た
俳
句
結
社
「
弥
生
杜
」
の
社
主
と
し
て
桃
下
の
名
前
が
あ

る
。
明
治
初
年
に
石
狩
町
花
川
村
組
合
役
場
収
入
役
。
後
に
石
狩
を
去
り
、
大
正

7
年
の
住
所
は
勇
払
抑
制
川
村
大
字
削
川
と
な
っ
て
い
る
。

北
海
道
毎
日
新
聞
「
文
苑
」
捌
に
掲
載
さ
れ
た
俳
句
を
抜
粋
す
る
と

明
治
初
年

「
本
社
募
集

・
昨
年
八
月
月
並
発
句
集
披
露
」
室
前
幸
能
舎
守
雄
撰

こ
ほ
る

、
も
あ
り
て
盛
や
萩
の
花

生

振

桃

下

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
訂
年
2
月
付
)

「本
社
募
集

・
昨
年
九
月
月
並
発
句
集
披
露
」
室
蘭
幸
能
舎
守
雄
撰

淋

し

さ

は

替

の

み

な

ら

す

月

の

鹿

生

振

桃

下

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
訂
年
2
月
付
)

明
治
訂
年

「
石
狩
尚
古
杜
月
並
俳
句
」

三
省
堂
有
隣
撰
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草

崩

や

音

も

ど

か

し

き

雨

の

降

る

桃

下

(
マ
マ
、
注
・
草
萌
や
?
。
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
目
年
5
月
付
)

香

に

立

て

夫

と

知

ら

れ

つ

薮

の

梅

桃

下

(注

・
夫
|
そ
れ
。
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
剖
年
5
月
付
)

「
本
社
募
集

・
二
月
月
並
発
句
大
角
力
披
露
」

小
樽
夢
庵
墨
雨
撰

其
の
ま
、
に
夜
の
明
に
け
り
臨
月

生
振

桃

下

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
引
年
5
月
付
)

「
本
社
募
集

・
四
月
月
並
み
発
句
披
露
」
登
別
無
心
庵
如
雲
撰

日
の
脚
の
急
か
ぬ
窓
や
暮
れ
の
春

生
振

桃

下

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
訂
年
6
月
付
)

野

遊

ひ

や

高

し

と

思

ふ

日

の

落

る

生

振

桃

下

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
引
年
6
月
付
)

「石
狩
尚
古
杜
月
並
第
四
回
目
開
巻
」
窓
鶴
庵
露
蕉
撰

二
ケ

園

を

か

ろ

く

鳴

け

り

行

々

子

桃

下

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
訂
年
6
月
付
)

木
の
間
透
く
水
の
白
さ

や

あ

を

嵐

桃

下

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
目
年
6
月
付
)

千

代

を

経

口

松

の

根

元

や

苔

の

花

桃

下

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
目
年
6
月
付
)

「
石
狩
尚
古
社
月
並
第
凹
回
日
開
巻
」
三
省
堂
有
隣
撰

木

の

間

透

く

湖

の

臼

さ

よ

あ

を

嵐

桃

下

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
目
年
6
月
付
)

行

々

子

風

も

ふ

く

か

と

思

ひ

け

り

桃

下

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
訂
年
6
月
付
)

築

山

の

麓

に

も

あ

り

木

し

た

や

み

桃

下

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
訂
年
6
月
付
)

「
本
社
募
集

・
四
月
月
並
発
句
披
露
」
登
別
無
心
庵
如
雲
撰

月

は

梢

お

ほ

ろ

気

失

せ

て

暮

の

春

生

振

桃

下

(注

・
柑
ー
や
や
。
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
目
年
6
月
付
)

東
京
老
鼠
堂
、水
機
撰

生

振

桃

下

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
目
年
7
月
付
)

「
本
社
募
集

・
第
十
八
回
八
月
月
並
集
披
露
」
小
樽
暁
闇
素
行
撰

葉

隠

れ

の

南

瓜

見

出

し

ぬ

隣

の

子

生

振

桃

下

(
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
目
年
同
月
付
)

「
本
社
募
集

・
第
十
九
回
九
月
月
並
余
興
披
露
」
札
幌
釘
月
国
北
水
撰

名

月

の

客

と

連

れ

た

つ

門

田

か

な

生

振

桃

下

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
出
年
刊
月
付
)

「
本
杜
募
集

・
第
十
九
回
九
月
月
並
集
」
東
京
私
名
庵
虚
吟
撰

闘

に

月

さ

し

こ

む

影

の

院

さ

か

な

生

振

桃

下

(
注
・
閤
l
ね
や
。
北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
目
年
叩
月
付
)

「本
社
募
集
・
五
月
月
並
発
句
披
露
」

宵
の
雨
い
よ
い
よ
梅
雨
と
成
に
克

以
上
は
、
新
聞
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
討
年
以
降
は

に
所
収
さ
れ
た
桃
下
の
俳
句
で
あ
る
。

『石
狩
俳
壇
誌
」
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明
治
目
年

「
正
風
社
」
発
行
の

「ち
ょ
の
友
』
に
掲
載
さ
れ
た
俳
句
伊
勢
山
一
旦
園
耕
雨
撰

医
者

一
人
乗
せ
て
吹
雪
の
渡

し

か

石

狩

桃

下
(『
石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

石

狩

桃

下

(
『石
狩
俳
・
担
誌
』
所
収
)

石

狩

桃

下

(
「石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

一
人
っ
、
初
日
お
か
む
や
船
の
窓

畑
打
の
鍬
の
か

、
ゃ
く
朝
日
か
な

明
治
犯
年

「尚
古
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
句

一
人
去
り
ふ
た
り
去
に
し
て
月
来
、
し

桃
下

(
『
石
狩
俳

A

増
露
』
所
収
)

「尚
古
集
社
員
吟
|
連
句
の
な
か
の
一
句
」



澱

川

を

登

る

船

唄

か

す

か

に

て

桃

下

(注

・
澱
l
ど
ろ
。
『
石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

桃
下

(『
石
狩
俳
頃
誌
』
所
収
)

鴇
上
戸
我
か
ま
、
に
這
ふ

明
治
初
年

『
石
狩
俳
壇
誌
』
に
は
桃
下
の
俳
句
は
見
当
た
ら
な
い
。

明
治
幻
年

「
石
狩
尚
古
社
文
壇
開
」

渡

辺
人
也
撰

拝

領

の

盃

も

ち

て

小

殿

原

桃

下

(注

・
小
殿
原
|
正
月
料
理
の
「
ご
ま
め
」

。
「
石
狩
俳
壇
誌
」
所
収
)

「
八
幡
神
社
奉
燈
俳
句
」
渡
辺
人
也
撰

鹿
の
聾
峯
の
嵐
と
な
り
に
け
り

「
献
灯
俳
句
」

日
本
順
之
庵
撰

塗
り
か
え
た
神
門
ま
ば
ゆ
し
花
の
原

柴
積
た
船
に
む
し
の
鳴
く
夜
か
な

丸
く
居
て
皆
真
白
な
る
月
見
か
な

桃
下

(
『石
狩
俳
壇
誌
」
所
収
)

桃
下

(
『石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

桃
下

(『
石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

桃
下

(
『
石
狩
俳
壇
誌
』
所
収
)

中
島
源
五
郎
は
、
生
振
尋
常
小
学
校
校
長
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら
、
石
狩
尚
古

社
の
会
員
と
な
り
活
動
に
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
今
後
も
新
聞
に
よ
る
調
査

を
続
け
て
い
く
予
定
な
の
で
、
俳
句
は
追
加
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
『
尚
古
集
」
は、

尚
古
社
の
亡
く
な
っ
た
ロ
名
の
会
員
の
大
法
要
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た
が
、
こ

の
と
き
の
追
悼
会
臨
時
主
任
に
中
島
源
五
郎
(
桃
下
)
が
あ
た
っ
て
い
る
。

な
お
、
明
治
幻
年
ま
で
、
『石
狩
俳
壇
誌
」
に
桃
下
の
俳
句
は
あ
る
が
、
そ
の

後
は
見
当
た
ら
な
い
。

参
考
資
料

「小
樽
新
聞
」
小
樽
新
聞
社
明
治
初
年
l
明
治
訂
年

「北
海
道
毎
日
新
聞
」

北
海
道
毎
日
新
聞
社

明
治
初
年
l
明
治
剖
年

『石
狩
俳
壇
誌
」
前
川
道

党

昭

和

ω年
北
海
道
教
育
社

『井
上
伝
蔵
|
秩
父
事
件
と
俳
句
』
中
嶋
幸

三

平

成
ロ
年

邑
古
林

『
い
し
か
り
暦
第
日
号
|
石
狩
尚
古
杜
資
料
館
の
資
料
か
ら

(中
島
勝
久
)』

平
成
ロ
年

石
狩
市
郷
土
研
究
会

「井
上
伝
蔵
全
作
品
」
中
嶋
鬼
谷
(
幸
一二)
平
成
幻
年
自
家
版

追

記明
治
犯
年
の
北
海
道
毎
日
新
聞
と
小
樽
新
聞
を
調
査
し
た
結
果
、
次
の
こ
と
が

判
明
し
た
。

1
・
井
上
伝
蔵
の
俳
句

「
石
狩
尚
古
社
臨
時
即
吟
会
抜
粋
」
登
別
加
熱
心
庵
如
雲
摂

雲
に
烏
入
る
や
白
帆
の
な
ら
ぶ
上

柳

蛙

も
、
咲
く
や
物
に
不
足
の
な
き
構
ひ
柳
蛙

(北
海
道
毎
円
新
聞
明
治
犯
年
4
月
付
)

「
雲
に
鳥
:
:
:
」
は
、
伝
蔵
の
俳
句
と
し
て
初
め
て
発
見
さ
れ
た
俳
句
で
あ
る
。

「も

、
咲
く
や
:
:
:
」
、
前
述
し
た
よ
う
に

「
い
し
か
り
暦
』
節
目
号
に
所
収
さ

れ
て
お
り
、
す
で
に
井
上
伝
政
研
究
を
し
て
お
ら
れ
る
中
嶋
幸
三
氏
に
よ
っ
て
公

表
さ
れ
て
い
る
。

2
・
土
方
常
吉
こ
と
抱
月
の
俳
句

明
治
目
年
叩
月
の
北
海
道
毎
日
新
聞
「
文
苑
」
欄
に
俳
句
結
社
「
厚
旧
蕉
風
社
」

の
俳
句
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
ひ
と
り
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。

ち
き
れ
て
は
ち
き
れ
て
は
飛
ぶ
月
の
雲
抱
月

(北
海
道
毎
日
新
聞
明
治
犯
年
目
月
付
)

北
海
道
毎
日
新
聞
社
明
治
犯
年
4
月
の
投
稿
入
選
句
に
は
、
在
住
名
を
厚
出
と

記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
別
年
こ
ろ
石
狩
か
ら
厚
田
へ
転
居
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ロ
年
日
月
に
は
厚
田
在
住
と
し
て
小
樽
新
聞
に
も
投
稿
し
て
い
る
。
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「図
書
に
み
る
石
狩
鍋

(
サ
ケ
な
べ
)
材
料
の
変
換
」
に
よ
せ
て

1rt'鈴
野木

ユニ

資

秋

山
正
子

三
島
照
子
安
井
滋
子

高
瀬
た
み

吉
本
愛
子

田
中

孝

二
O

O
八
年
三
月
、
石
狩
市
郷
土
研
究
会
は
石
狩
市
民
図
書
館
に
お
い
て
、

「
図
古
に
み
る
石
狩
鍋

(
サ
ケ
な
ベ
)
材
料
の
変
換
」
と
題
し
て
、
石
狩
鍋
を
紹

介
し
た
冊
子
の
展
示
会
を
行
っ
た
。
郷
土
研
究
会
会
員
の
田
中
世
氏
の
膨
大
な
資

料
の
な
か
か
ら、

カ
ラ
l
写
真
で
石
狩
鍋
を
紹
介
し
た
冊
子
を
数
点
選
び
、
そ
れ

を
コ
ピ
ー
し
て
掲
示
板
に
貼
っ
た
。
展
示
会
は
好
評
で
あ
っ
た
。
石
狩
市
に
在
住

す
る
も
の
に
と
っ
て
、
自
分
の
住
む
街
の
地
名
が
付
け
ら
れ
た
鍋
料
理
が
あ
る
こ

と
は
誇
り
で
あ
る
。
こ
の
鍋
料
理
の
美
味
し
さ
を
、
ほ
か
の
人
に
も
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
と
、
市
の
観
光
協
会
や
料
理
応
も
力
を
い
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り
の
な
か
で
、

展
示
会
が
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
、
終

わ
っ
て
し
ま
え
ば
、
資
料
に
基
づ
い
て
考
察
し
た
「
石
狩
鍋
の
材
料
の
変
換
」
が

忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。
と
、
い
う
わ
け
で
、

『い
し
か
り
暦
』
に
掲
載
す
る
こ
と

に
し
た
。
す
で
に
述
べ
た
が
、
石
狩
鍋
の
紹
介
写
真
を
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
て
並

べ
、
次
に
あ
げ
る
表
は
そ
の
説
明
と
し
て
掲
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
は
、

郷
土
研
究
会
の
女
性
会
員
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
後
ろ
に
そ
の
氏
名
を
列
記
し
た
。

材
料
の
変
換
は
時
代
の
流
れ
を
反
映
し
て
お
り
、
表
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い

も
の
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
興
味
深
か

っ
た
こ
と
を
記
し
た
い
。

石
狩
鍋
の
汁
は
、
関
西
風
の
白
味
噌
で
も
名
古
屋
方
面
で
使
う
赤
味
噌
で
も
な

い
。
そ
の
中
間
、
北
海
道
で

一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
「
普
通
の
味
噌
」
で
あ
る
。

味
付
け
は
味
噌
、
出
汁
は
昆
布
を
使
い
生
臭
さ
を
と
る
た
め
に
生
萎
を
い
れ
た
り
、

山
楓
を
使
っ
た
り
す
る
の
は
料
理
人
の
好
み
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

1
.
定
番
の
具
は
大
根
・
人
参
・
こ
ん
に
ゃ
く

・
長
ね
ぎ
・
豆
腐

・
生
椎
茸

鍋
の
な
か
の
具
は
時
代
を
経
て
も
、
料
理
人
が
違
っ
て
い
て
も
、
生
サ
ケ
に
大

根

・
人
参

・
こ
ん
に
ゃ
く

・
長
ね
ぎ

・
豆
腐

・
生
椎
茸
が
定
番
で
あ
る
。

け
れ
ど
発
行
年
は
確
か
で
な
い
が
、

一
九
六
0
年
代
に
『
レ
デ
ィ

ー
ス
ク
ッ
キ

ン
グ

7

鍋
も
の
』
で
は
、
サ
ケ
の
缶
詰
を
使
っ
た
石
狩
鍋
を
紹
介
し
て
い
る
。

現
在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
地
方
に
い
て
は
運
搬
が
い
ま
の
よ
う
に
充
実
し

て
な
か
っ
た
か
ら
、
生
サ
ケ
が
高
価
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
十
九
冊
の
う
ち
、
大
根

・
人
参
が
入
っ
て
い
る
も
の
は
十
三
冊
、
大
根
だ
け

は
二
冊
、
人
参
だ
け
は
三
冊
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
の
は、

石
狩
の
料
理
庖
で
は

大
根

・
人
参
を
い
れ
な
い
こ
と
だ
。
こ
ん
に
ゃ
く

・
し
ら
た
き
が
入
っ
た
石
狩
鍋

を
紹
介
し
た
の
は
二
十
二
冊
。
長
ね
ぎ
は
二
十
五
冊、

豆
腐
は
二
十
六
冊、

生
椎

茸
は
十
五
冊
で
あ
っ
た
。

2
・
石
狩
の
料
理
庖
は
大
根
・
人
参
を
入
れ
な
い

二
O

O
三
年
発
行
の
「
広
報
い
し
か
り
」
で

「石
狩
鍋
を
召
し
上
が
れ
」
を
特

集
し
た
。
地
元
の
料
理
庖
の

「あ
い
は
ら
」・

「金
大
宇
」、

民
宿
の
「
や
ま
た
ま
」

で
提
供
す
る
石
狩
鍋
に
は
大
根

・
人
参
を
い
れ
て
い
な
い
。
石
狩
漁
協
女
性
部
か

ら
の
聞
き
取
り
ゃ
、
郷
土
研
究
会
の
会
員
で
あ
る
吉
岡
玉
古
さ
ん
が
覚
書
と
し
た

調
査
の
な
か
で
も
、
石
狩
で
は
石
狩
鍋
に
大
根
や
人
参
を
入
れ
て
い
な
い
。
石
狩

に
あ
る
側
佐
藤
水
産
発
行
の

「鮭

・
あ
き
あ
じ
」
に
も
、
そ
れ
は
な
い
。

新
鮮
な
サ
ケ
を
使
え
ば
、
具
の
野
菜
は
シ
ン
プ
ル
で
も
充
分
、

美
味
し
い
と
い

う
こ
と
か
。

家
庭
で
食
す
る
場
合
は、

秋
の
旬
の
野
菜
を
い
ろ
い
ろ
入
れ
て
楽
し
む
の
も
い

い
の
だ
ろ
う
。
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3
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ
る
?

家
庭
で
食
べ
る
鍋
物
は
、
そ
の
家
庭
に
あ

っ
た
野
菜
を
入
れ
て

い
い
。
家
庭
の

味
を
作
っ
て
楽
し
め
ば
い
い
と
思
う
。
十
年
前
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
入
れ
て
い
た
と

冊
子
は
紹
介
す
る
が
、
現
在
で
は
あ
ま
り
利
用
し
な
い
。
イ
モ
の
種
類
に
も
よ
る

が
、
汁
に
イ
モ
が
溶
け
だ
し
て
鍋
に
は
む
か
な
い
の
で
は
と
思
う
が
、
そ
れ
も
好



み
の
問
題
で
、
使
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。

石
狩
鍋
は
、
石
狩
漁
場
で
食
べ
ら
れ
た
本
場
の
味
に
こ
だ
わ
り
を
、

が
地
方
史
研
究
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
者
の
願
い
で
あ
る
の
だ
が
。

(
文
武

・
鈴
木
ト
ミ
エ
)

と
い
、
つ
の

図
書
に
み
る
石
狩
鍋
(
サ
ケ
な
べ
)
材
料
の
変
換
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石

狩

市
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研
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顧

問
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狩
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た
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石
狩
浜
、
厚
田
浜
の
履
物

吉
岡
玉
吉

は
じ
め
に

昭
和
初
期
(
一
九
二
六
年
頃
)
か
ら
昭
和
十
年

(
一
九
三
五
年
)
頃
ま
で
の
石
狩

本
町
地
区
や
原
田
(
現
在
の
厚

m区
)
で
の
履
物
は
よ
う
や
く
ゴ
ム
製
品
が
出
回

り
始
め
、
海
で
の
作
業
も
デ
ン
プ
ン
靴
と
い
わ
れ
る
ゴ
ム
靴
が
ま
れ
に
用
い
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
ゴ
ム
製
品
を
使
用
で
き
る
家
は
い
わ
ゆ
る
金
持
で

一

般
に
は
下
駄
、
話
草
履
が
主
流
だ
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
下
駄
、
語
草
履
を
取
り

上
げ
、
当
時
の
石
狩
、

厚
田
の
履
物
事
情
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。
な
お
デ
ン

プ
ン
靴
と
は
ゴ
ム
靴
の
異
名
で
、
こ
れ
は
表
面
に
澱
粉
の
よ
う
な
白
い
粉
が
つ
い

て
い
た
こ
と
か
ら
付
い
た
名
前
。
ま
た
ゴ
ム
靴
の
修
理
は
石
狩
で
は
親
船
町
の
今
一

佐
々
木
商
庖
で
行
っ
て
い
た
。

石
狩
本
町
地
区
の
下
駄

船
場
町
や
親
船
町
、
新
町
、

本
町
、
仲
町
、
横
町
の
一
部
は
土
の
道
路
で
あ
っ

た
が
、
横
町
、
弁
天
町
の
道
路
は
依
然
と
し
て
砂
道
で
チ
供
ら
は
素
足
で
遊
ん
で

い
た
も
の
で
あ
る
。
近
く
に
土
石
地
は
無
く
石
狩
川
の
若
生
側
、
渡
船
場
の
上
の

河
畔
か
ら
川
土
を
磯
舟
で
運
び
横
町
な
ど
の
砂
道
に
敷
き
詰
め
た
も
の
で
あ
る
。

(
川
土
は
肌
理
が
細
か

い
の
で
ヤ
マ
セ
が
吹
く
と
舞
上
が
り
目
、ぞ
口
に
入
り
目
薬

の
世
話
に
な
っ
た
。)

昭
和
初
期
で
は
そ
ろ
そ
ろ
ゴ
ム
製
品
が
山
田
り
冬
な
ど
は
デ
ン
プ
ン
靴
が
子
供

述
の
問
で
履
く
よ
う
な
っ
た
の
が
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
下
駄
が
主
流
で
あ
っ

た
。
大
人
も
小
人
も
履
い
た
下
駄
は
差
し
歯
下
駄
(
足
駄
)
も
あ
っ
た
。
駒
下
駄
が

主
で
下
駄
屋
と
い
う
専
門
庖
は
な
か
っ
た
が、

呉
服
庖
(
@-
一
中
島
商
庖
、
巴
長
野

商
庖
)
の
他
、
雑
貨
庖
(
八
ニ
堀
部
商
底
、
羽
紺
野
商
庖
、

塚
谷
商
庖
、
オ
ヤ
キ
ヤ

後
藤
商
庖
な
ど
)
で
売
っ
て
い
た
。
主
流
は
ヤ
ナ
ギ
製
で
あ
る
が
、
キ
リ
製
の
も

の
で
あ
り
、
軽
く
履
き
や
す
く
、
柾

H
い
く
ら
と
値
段
が
つ
き
高
級
品
で
旦
那
衆

や
女
衆
の
外
出
用
下
駄
で
あ
っ
た
。
子
供
ら
は
皆
ヤ
ナ
ギ
製
の
駒
下
駄
で
女
の
子

は
小
さ
い
こ
ろ
は
ガ
ッ
パ
(
ぽ
っ
く
り
下
駄
)
を
履
い
た
。

下
駄
は
砂
の
上
を
歩
く
時
に
は
砂
を
掻
い
て
安
定
し
も
っ
と
も
適
し
た
履
物
で

あ
っ
た
。
春
、
雪
が
解
け
る
の
を
待
ち
遠
し
く
下
駄
を
履
い
て
外
に
飛
び
出
し
た

の
で
あ
る
。
前
側
の
止
め
紐
切
れ
る
と
品
緒
を
親
指
に
巻
い
て
歩
き
、
横
側
の
紐

が
切
れ
る
と
ア
ン
ゾ
(
綿
糸
)
で
結
ん
で
歩
い
た
。
雨
の
口
は
足
駄
を
履
く
、
良

家
の
子
供
も
い
た
が
、
大
方
は
駒
下
駄
で
あ
っ
た
。

子
供
ら
は
学
校
の
帰
り
門
を
出
る
な
り
下
駄
を
空
に
蹴
り
上
げ
地
面
に
落
ち
て

裏
返
し
な
ら
明
日
は
雨
、
表
だ
っ
た
ら
晴
れ
と
遊
び
な
が
ら
往
き
来
し
た
も
の
で

あ
る
。
表
で
の
往
き
歩
き
、
そ
し
て
帰
り
は
も
っ
ぱ
ら
下
駄
。
学
校
内
で
は
誌
草

履
、
良
い
と
こ
ろ
の
子
は
ズ
ッ
ク
靴
で
あ
っ
た
。
下
駄
履
き
は
堅
い
地
而
で
は
、

デ
ン
ク
リ
返
し
て

(
ひ
っ
く
り
返
し
え
る
)
足
首
を
出
め
る
こ
と
も
あ
る
が
、
砂

地
で
は
下
駄
に
密
着
し
て
歩
き
や
す
く
怪
我
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ち
な
み

に
「
ズ
ッ
ク
」
と
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
黄
麻

(つ
な
そ
)
の
繊
維
の
太
撚
糸
で
地
厚

く
手
織
り
し
た
織
地
。
多
く
は
イ
ン
ド
か
ら
産
出
さ
れ
、
テ
ン
ト
、
靴
、
鞄
、
帆

な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。

道
路
が
凍
り
つ
く
厳
寒
の
季
節
に
な
る
と
下
駄
は
惨
め
で
あ
っ
た
が
、
真
冬
の

晴
天
の
と
き
な
ど
大
人
は
下
駄
の
歯
に
金
具
の
滑
り
止
め
を
打
っ
て
爪
皮
を
つ
け

て
隠
い
て
い
た
他
、
デ
ン
プ
ン
靴
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
。
何
に
し
で
も
あ
の

こ
ろ

(
昭
和
十
年
以
前
)
、
石
狩
は
下
駄
の
似
合
う
街
だ
っ
た
。
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下
駄
の
種
類

下
駄
は
広
辞
苑
に
よ
る
と
「
二
枚
の
歯
の
あ
る
台
木
に
三
つ
の
穴
を
あ
け
、
鼻

緒
を
す
げ
た
履
物
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
下
駄
は
古
墳
時
代
ご
ろ
か
ら
使
則
さ
れ

草
履
と
と
も
に
長
い
間
日
本
の
履
物
の
主
流
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
下
駄
に
関
す
る

例
え
も
多
い
。
代
表
的
な
も
の
に

「下
駄
を
預
け
る
」
、
「
下
駄
を
は
か
せ
る」、

「下
駄
を
は
く
」
な
ど
現
在
で
も
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。



そ
も
そ
も
下
駄
は
、
後
で
書
く
草
履
や
わ
ら
じ
と
と
も
に
鼻
緒
履
物
類
(
は
な

お
は
き
も
の
る
い
)
と
呼
ば
れ
る
。
起
源
は
明
ら
か
で
な
い
が
弥
生
時
代
に
は
農

作
業
に
使
用
さ
れ
る
田
下
駄
が
あ
り
、
西
暦

5
世
紀
代
の
古
墳
か
ら
連
歯
下
駄
に

似
た
形
態
の
石
製
模
造
品
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
5
世
紀
ご

ろ
に
は
こ
の
形
態
の
履
物
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
当
時
は
ま

戸
二
般
的
な
股
物
で
は
な
く
儀
礼
あ
る
い
は
権
威
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

下
駄
に
は

7
、
8
種
類
あ
っ
た
。
例
え
ば
駒
下
駄
(
連
歯
下
駄
)
、
差
し
歯
下

駄
、
ぽ
っ
く
り
下
駄
、
中
ぐ
り
下
駄
、
一
本
歯
下
駄
、
花
魁
道
中
下
駄
、
天
反
下

駄
な
ど
で
あ
る
。
素
材
は
ヤ
マ
ギ
リ
、
ホ
ウ
、
キ
リ
な
ど
が
主
で
あ
っ
た
。

駒
下
駄
(
連
歯
下
駄
)
東
京
を
中
心
と
し
た
関
東
地
方
で
こ
う
呼
ば
れ
て
い

た
。
も
っ
と
も
日
常
的
な
下
駄
。
表
面
に
竹
皮
表
を
貼
り
周
囲
と
歯
に
漆
で
絵
柄

を
施
し
た
物
。
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
、
訪
問
用
に
も
用
い
ら
れ
た
。
一

木
作
り
。

差
し
向
下
駄
台
の
装
に
櫛
を
彫
り
、
歯
を
差
し
込
ん
だ
物
。
高
下
駄
ま
た
は

足
駄
と
呼
ば
れ
る
。
表
と
品
緒
に
ビ
ロ
ー
ド
を
使
っ
た
も
の
、
的
の
低
い

H
和
下

駄
、
利
休
下
駄
と
呼
ば
れ
る
物
も
あ
っ
た
。
こ
の
先
に
カ
バ

l

(爪
皮
つ
ま
か
わ
)

を
つ
け
冬
に
も
使
則
し
た
。
石
狩
、
厚
旧
で
は
冬
こ
の
種
の
下
駄
を
使
則
し
た
。

ぽ
っ
く
り
下
駄

京
都
祇
園
の
舞
妓
さ
ん
の
正
装
時
の
下
駄
と
し
て
有
名
。
台
の
底
を
え
ぐ
っ

た
空
洞
が
歩
く
た
び
に
鳴
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
下
駄
。
本
来
は
若
い
娘
さ
ん

用
の
物
。
関
西
で
は
コ
ッ
ポ
リ
と
呼
ん
で
い
た
。

こ
の
下
駄
も
表
面
は
竹
皮
打
ち
で
あ
る
が
、
石
狩
、
厚
田
で
は
竹
皮
打
ち
で

は
な
く
絵
柄
を
施
し
た
幼
児
用
下
駄
(
昭
和
十
年
ご
ろ
)。

中
ぐ
り
下
駄

歯
の
代
わ
り
に
台
の
裂
を
削
り
取
っ
た
も
の
。
江
戸
時
代
は
春
慶
塗
り
の
台

下君主のいろいろ

連歯下駄

(駒下駄)

ぽっくり下駄差し歯下駄駒下駄

石狩浜用

中ぐり下駄道中下駄一本歯下駄天反下駄

函吉岡玉吉
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に
竹
皮
表
を
鋲
で
と
め
、
ビ
ロ
ー
ド
の
鼻
緒
を
つ
け
た
。
江
戸
時
代
末
期
で
は

女
性
の
外
出
用
で
あ

っ
た
が
、
重
す
ぎ
て
だ
ん
だ
ん
履
く
人
が
な
く
な
り
昭
和

期
に
は
消
滅
し
た。

一
本
歯
下
駄

山
岳
信
仰
の
修
験
者
が
使
用
し
た
下
駄
。
現
在
で
は
お
祭
り
の
と
き
天
狗

(猿
田
彦
)
が
履
く
。
厚
い
朴
の
木
の
歯
を
差
し
た
物
。
二
枚
歯
の
も
の
も
あ
り
、

こ
れ
は
バ
ン
カ
ラ
の
学
生
が
履
い
た
。
朴
歯
下
駄
と
も
称
し
、
応
援
団
の
必
需

品
。
な
お
足
駄
と
い
う
呼
び
方
が
も
っ
と
も
古
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

花
魁
道
中
下
駄
(
道
中
下
駄
)

花
魁
が
顔
見
世
行
列
の
際
に
履
く
。
三
本
歯
の
漆
塗
り
、
ビ
ロ
ー
ド
表
。
花

魁
は
な
ぜ
か
白
粉
を
は
た
い
た
裸
足
で
こ
れ
を
履
く
。

天
反
下
駄

(て
ん
そ
り
げ
た
)

一
見
竹
皮
草
履
風
だ
が
、
木
製
の
台
竹
皮
表
を
貼
っ
た
下
駄
。
こ
の
下
駄
は

昭
和
初
期
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
底
を
靴
底
に
似
せ
て
独
特
の
カ
l
プ
を
つ
け

て
歩
き
や
す
く
し
た
物
。
若
者
が
外
出
の
と
き
よ
く
履
い
た
と
い
う
が
、
石
狩
、

厚
田
で
は
見
ら
れ
ず
若
者
は
省
駄
を
履
い
た
。
雪
駄
は
「
竹
皮
革
履
の
裏
に
牛

皮
を
貼
り
付
け
た
も
の
。
千
利
休
の
創
意
と
い

い
、
ま
た

「
世
智
駄
」
の
意
と

も
い
う
。
の
ち
腫
に
金
物
を
付
け
た
。
」

(
広
辞
苑
)
。
石
狩
、
厚
田
で
雪
駄
は

去
に
キ
ル
ク
(
コ
ル
ク
)
を
貼
っ
た
物
が
使
用
さ
れ
、
「
キ
ル
ク
草
履
」
と
も

い
っ
た
。

厚
白
浜
の
藁
草
履

明
治
の
後
半
か
ら
大
正
期
、
昭
和
の
前
期

(昭
和
三
十
年
ご
ろ
ま
で
)
ま
で
石

狩
本
町
地
区
の
漁
家
の
一
部
(二
十
二
軒
)
は
三
月
上
旬
か
ら
六
月
下
旬
ま
で
厚
田

の
鯨
漁
場

(主
と
し
て
鯨
刺
し
網
漁
)
に
廻
り
船
(
磯
舟
)
で
出
向
く
の
が
例
年

の
慣
わ
し
で
あ
っ
た
。
厚
田
の
浜
は
総
べ
て
玉
石
、
岩
石
と
砂
利
で
下
駄
は
不
向

き
だ
っ
た
。
四
月
の
中
ご
ろ
に
な
る
と
陽
光
肱
し
く
足
底
も
肢
か
く
な
り
、
子
供

ら
も
ズ
ッ
ク
靴
や
デ
ン
プ
ン
靴
を
脱
ぎ
素
足
同
然
で
誌
草
履
。
大
人
も
外
仕
事
は

ゴ
ム
長
靴
か
ら
峰
快
な
お
草
履
と
な
る
。

晩
春
と
と
も
に
雑
貨
屋

(
G
田
中
商
府
、
羽
品
目
商
町
、
池
田
商
問
、
八
島
商

庖
、
高
精
商
庖
、
近
自
転
車
崖
な
ど
)
の
軒
先
に
大
人
七
銭
、
小
人
五
銭
と
鼻
緒

を
布
き
れ
と
誌
で
編
ん
だ
誌
草
履
が
売
ら
れ
鯨
大
漁
の
浜
が

一
層
活
動
的
に
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
浜
の
王
石
原
や
岩
石
原
、
ま
た
ガ
ン
ケ
の
坂
道
を
歩
く
の
に
こ

れ
程
、
足
に
密
着
し
て
歩
き
よ
い
も
の
は
な
か

っ
た
。
デ
ン
プ
ン
靴
や
地
下
足
袋

で
は
足
は
疲
れ
る
が
ワ
ラ
ジ
、
草
履
は
足
に
馴
染
ん
で
気
持
ち
よ
か
っ
た
。

子
供
ら
は
学
校
へ
は
デ
ン
プ
ン
靴
や
ズ
ッ
ク
靴
を
履
い
て
行
く
が
、
帰
っ
て
く

る
と
親
に
言
わ
れ
な
く
と
も
誌
草
履
に
履
き
倖
え
て
遊
び
に
出
た
。
一浜
に
出
て
は

飛
び
石
づ
た
い
に
ボ
ン
ボ
ン
は
ね
た
り
、

岩
石
の
と
こ
ろ
を
走
っ
た
り
し
て
も
デ

ン
グ
リ
返
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

小
谷
村
(厚
田
区
青
島
)
に
構
え
る
漁
家
の
子
供
ら
は
単
科
:
一キ
ロ

(現
国
道
二

三

一
号
)
通
学
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
往
き
来
す
る
凧
で
天
気
の
良
い
日
は
海
岸

を
歩
く
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
時
靴
を
脱
い
で
誌
草
履
に
履
き
替
え
て
玉
石
原
を
ボ

ン
ボ
ン
跳
ね
て
通
っ
た
も
の
で
あ
る
。

浜
の
雨
降
り
以
外
の
陸
仕
事
は
老
若
男
女
は
も
と
よ
り
子
供
ら
も
総
べ
て
誌
草

履
の
世
話
に
な

っ
た
。
誌
草
版
は
厚
問
浜
に
似
合
い
の
版
物
だ

っ
た
。

先
に
書
い
た
よ
う
に
草
履
、
わ
ら
じ
は
下
駄
と
と
も
に
鼻
緒
履
物
類
の

一
つ
で

あ
る
。

一
説
に
は
草
履
、
わ
ら
じ
、

下
駄
類
は
平
安
時
代
に
確
立
し
た
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
草
服
、
わ
ら
じ
の
起
源
は
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
向
か
ら
渡
っ
て
き

た
と
い
う
説
も
あ
り
、
こ
の
地
域
か
ら
伝
わ
っ
た
植
物
繊
維
で
編
ん
だ
京
佐

(く

さ
ぐ
っ
)
を
サ
ン
ダ
ル
風
の
開
放
的
な
「
わ
ら
じ
」
に
改
良
し
た
も
の
と
も
い
う
。

わ
ら
じ

(
草
鮭
)
は
底
の
刷
り
五
、
六
ヶ
所
か
ら
立
ち
あ
げ
た
純
で
足
の
甲
や

か
か
と
、
く
る
ぶ
し
に
巻
き
つ
け
て
同
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
シ
ン
プ

ル
な
非
緒
に
足
の
指
を
突
っ
か
け
て
版
く
だ
け
の
ぞ
う
り
と
成
長
し
て
米
た
。
物
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理
的
に
最
も
単
純
で
安
定
し
た
一
ニ
ヶ
所
固
定
の
鼻
緒
が
生
ま
れ
、
ひ
い
て
は
下
駄

に
な
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

江
戸
時
代
に
な
っ
て
誌
で
編
ん
だ
草
履
は
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
履
物
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
が
変
化
し
て
竹
皮
の
釧
紐
で
編
ん
だ
竹
皮
革
履
が
出
来
、
武
士
や
商

人
へ
と
普
及
し
た
。

草
履
の
種
類

草
履
の
種
類
に
は
足
半
草
履
、
か
き
ね
草
履
、
雪
駄

(席
駄
)
、
裂
地
草
履
、

縁
取
草
履
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
裏
に
皮
を
貼
っ
た
越
中
草
履
、
寺
町
草
履
、
麻
裏
草
履
な
ど
隠
れ

た
と
こ
ろ
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
草
履
が
あ
る
。
ま
た
ビ
ロ
ー
ド
や
絹
、
ち
り
め
ん

な
ど
を
使
っ
た
賛
沢
な
鼻
緒
を
使
い
、
革
や
錦
を
貼
っ
て
凝
っ
た
草
履
は
究
延
三

(
一
七
五
O
)
年
の
改
革
令
で
禁
止
さ
れ
た
が
効
果
は
無
く
、
江
戸
大
阪
を
中
心

に
盛
ん
だ
っ
た
と
い
う
。

さ
て
厚
田
で
履
か
れ
た
草
履
は
、
せ
い
ぜ
い
麻
裏
草
履
程
度
で
主
体
は
誌
に
布

切
れ
で
編
ん
だ
鼻
緒
の
誌
草
履
で
石
原
や
ガ
ン
ケ
舗
の
上
を
走
り
廻
っ
た
頃
の
誌

で
作
っ
た
草
履
と
の
こ
と
で
あ
る。

足
半
草
履
(
そ
く
は
ん
ぞ
う
り
)

荒
縄
の
鼻
緒
で
、
誌
で
作
っ
た
草
履
で
腫
部
分
が
な
く
戦
闘
用
に
使
用
さ
れ

た
。

か
さ
ね
草
履

竹
の
皮
を
編
ん
だ
台
を
三
枚
、
五
枚
、
八
枚
と
重
ね
最
上
段
に
イ
グ
サ
を
編

ん
だ
も
の
を
の
せ
た
も
の
。
御
殿
女
中
や
遊
女
の
履
い
た
。
(現
在
の
サ
ン
ダ
ル

の
よ
う
な
も
の
)

草履のいろいろ

麻裏草履竹草草居駄雪裂地草居

誌草届足半草履わらじかさね草履

函吉岡玉吉
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雪
駄
(
席
駄
)

台
の
装
に
革
を
貼
っ
て
地
面
の
水
気
を
防
ぐ
よ
う
に
し
た
も
の
。
後
に
鉄
片

を
躍
の
と
こ
ろ
に
打
ち
つ
け
る
の
が
流
行
し
た
。
歩
く
た
び
に
チ
ャ
、
チ
ャ
と

鉄
片
の
音
の
す
る
の
が
粋
だ
と
大
よ
の
棟
梁
や
若
者
、
遊
び
人
が
競
っ
て
履
い

た
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
ま
で
厩
か
れ
て
い
た
。

厚
問
や
石
狩
浜
で
昭
和
二
十
年
ご
ろ
ま
で
哀
が
キ
ル
ク

の
が
若
者
の
間
で
履
か
れ
て
い
た
。

(
コ
ル
ク
)
材
の
も

裂
地
草
履

布
き
れ
で
台
を
包
み
底
に
フ
ェ
ル
ト
を
貼
っ
た
も
の
。
こ
れ
に
錦
織
を
貼
り
、

必
緒
も
共
切
れ
の
錦
で
作
っ
た
。
普
通
の
人
は
版
か
ず
大
家
の
お
か
み
、
奥
様

ク
ラ
ス
の
盛
装
用
だ

っ
た
。
こ
の
履
物
は
江
戸
時
代
に
は
な
く
明
治
、
大
正
、

昭
和
の
初
め
の
頃
ま
で
あ
っ
た
。

縁
取
草
履

ビ
ロ
ー
ド
や
錦
、
柔
ら
か
い
革
で
台
の
周
り
を
縁
取
り
し
た
も
の
。
そ
れ
が

段
々
幅
広
く
な
っ
て
行
き
、
さ
ら
に
昂
じ
て
全
体
が
革
貼
り
に
な
り
大
正
か
ら

昭
和
初
め
こ
ろ
ま
で
あ
っ
た
。

麻
黄
草
履

麻
糸
の
平
打
ち
の
組
緒
を
渦
巻
に
し
て
哀
に
つ
け
た
草
履
。
昭
和
二
十
年
代

ま
で
一
般
の
、
主
に
男
子
の
若
衆
か
ら
中
年
ま
で
履
い
た
。
単
に

「
あ
さ
う
ら
」

と
も
い
う
。

お
わ
り
に

拙
く
履
物
談
義
を
し
て
来
た
が
石
狩
浜
に
似
合
う
の
は
素
足
に
駒
下
駄
で
あ
り
、

厚
田
浜
に
は
陽
光
肱
し
く
な
る
五
月
初
旬
頃
か
ら
よ
く
似
合
う
素
足
に
誌
草
履
で

あ
っ
た
。

今
一
度
五
月
の
中
ご
ろ
厚
田
漁
の
ポ
ン
ビ
ラ
の

E

を
誌
仲間
中
履
を
履
い
て
歩
い
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

広
辞
苑
問
版

一
九
九

一
年
十
一
月
岩
波
古
応

靴
の
事
典

二
0
0
0
年

五

月

文

国

社

岸

本

(小
石
の
浜
、

孝 新
村

現
夕
陽
が
丘
)

』

li
 
t
-

編.



村
山
家
文
書
解
読

北
海
道
開
拓
記
念
館
収
蔵

「イ
シ
カ
リ
川
借
詮
文
之
事
」

村
山
総

一

h
r
AJ

虫目

イ
シ
カ
リ
川
借
詩
文
之
事

私
請
負
ア
ツ
タ
御
場
所
秋
味
立

船

差

泣

候

処

及
御
問
之
通
荒
制
ニ
而
秋
吏
枯
荷
物
気
遣
敷

奉
存
候
ニ
付
従
前
々
イ
シ
カ
リ
御
川
拝
借
仕
荷
物

之
儀
者
場
所
よ
り
相
廻
結
来
候
依
之
嘗
年
も
御
願

申
上
候
処
御
問
済
被
下
京
奉
存
候
尤
近
年
ニ
到
り

千
五
百
石
立
船
川
借
相
願
候
雌
去
ル
午
年
よ
り
山
稼
三
ケ
処

見
込
九
百
石
依
之
弐
千
四
百
石
立
船
ニ
相
成
候
模
様
ニ
寄
り

出
稼
所
相
止
メ
候
節
者
近
年
相
願
候
通
千
五
百
石
立
船

川
借
相
願
可
由
・候

近
年
度
々
洪
水
ニ
而
川
欠
山
来
川
筋
相
狭
り
候
ニ
付

是
迄
之
振
合
与
述
、
水
徳
丸
並
兵
衛
船
壱
般
川
入
仕

同
船
八
九
分
通
知
、入
候
上
ニ
而
雇
船
川
人
之
約
定

仕
候
処
相
違
無
御
座
候
明
年
之
儀
者
只
今
よ
り

相
心
得
居
如
何
と
も
思
召
ニ
随
イ
取
計
ひ
可
申
候

御
川
御
法
度
之
義
者
勿
論
御
用
人
足
御
差
回

次
第
相
勤
可
申
依
梢
又
船
繋
場
之
従
者
御
勝
手

ニ
相
任
せ
綱
引
差
支
等
ニ
不
相
成
趣
舟
中
之
者

共
江
厳
敷
由
・
付
遣
し
候
然
上
者
魚
壱
本
た
り
と
も

げあ
l
A犠
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蝦
夷
人
江
以
相
封
貰
買
致
候
儀
及
御
見
聞
候
ハ
、

御
存
分
之
御
取
計
二
預
り
可
申
候
其
節
一
言
之
儀
申

間
敷
候
為
後
日
連
印
一
札
差
入
候
処
如
件

エ宅
μ円

i賓負
屋 人

与
物

右
衛
門

素
間
尺
四
百
三
拾
弐
石
七
斗
七
升

中
舞
丸

小
松
前
町佐

藤
治

永
徳
丸

枝
ケ
崎
町甚

兵
衛
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五
百
六
拾
壱
石
三
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升

熱
田
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越
後
新
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之
助

素
間
尺
弐
百
五
十
弐
石
田
斗
四
升

八
幡
丸

越
後
新
潟

工
川
1

、

宇津・

j
'

昌之
河合

間
尺
弐
百
/、

Ji、
石
J¥、
斗

升

栄
越寿
後丸
柏
崎

兵刀
日ヨ

蔵

素
間
尺
三
百
三
拾
九
石
六
斗
弐
升

J
R
 

丑
八
月

御
場
所
宿

工
藤
庄
兵
衛

阿
部
屋
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t
-
a
'
h
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慢
羽
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(
現
代
語
訳
)

写
し
書

イ
シ
カ
リ
川
借
り
証
文
の
事

私
が
請
負
う
ア
ツ
タ
御
場
所
へ
秋
味
漁
船
を
仕
立
て
派
遣
し
た
と
こ
ろ

お
聞
き
及
び
の
通
り
、
ア
ツ
タ
は
海
が
荒
(
あ
ら
)
い
入
江
で
、
秋
が
深
ま
る
と

さ
ら
に
積
み
荷
が
心
配
で

あ
り
ま
す
の
で
、
以
前
か
ら
イ
シ
カ
リ
の
川
を
お
借
り
し
ま
し
て
荷
物
を

ア
ツ
タ
場
所
よ
り
移
動
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
す
か
ら
今
年

も
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
お
聞
き
入
れ
て
下
さ
り
有
難
く
存
じ
ま
す
。
も
っ
と

も
近
年
に
な
っ
て

千
五
百
石
の
船
を
仕
立
て
川
を
借
用
す
る
こ
と
を
お
願
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

去
る
午
年
(
弘
化
三
年
)
よ
り
出
稼
ぎ
場
所
三
か
所
の

見
込
み
九
百
石
で
す
の
で
、
弐
千
四
百
石
の
船
を
仕
立
て
る
こ
と
に
相
成
る
模
様

で
す
の
で
、

出
稼
ぎ
場
所
を
終
え
る
時
は
、
近
年
お
願
い
し
ま
し
た
通
り
千
五
百
石
船
の
仕
立

て
で
、

川
を
借
用
す
る
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
近
年
度
々
の
洪
水
に
て
川

(
石
狩
川
)
が
決
壊
し
川
筋
が
狭
ま
っ
た
た
め
に

是
ま
で
の
つ
り
合
い
と
違
っ
て
甚
兵
衛
所
持
の
永
徳
丸

一
般
を
川
入
り
い
た

l
v
キ
ナ
し
わ
~
。

同
船
に
八
l
九
分
通
り
積
み
入
れ
い
た
し
た
上
で
、
雇
船
川
入
り
の
契
約
を

致
し
ま
し
た
こ
と
は
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
明
年
の
こ
と
は
今
か
ら

相
心
得
て
お
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
お
考
え
に
も
し
た
が
い
ま
し
て
、
取

計
い
い
た
し
ま
す
。

御
川
(
石
狩
川
)
の
お
き
て
に
つ
い
て
は
勿
論
、
ご
作
業
の
人
夫
の
ご
指
図

の
あ
り
次
第
勤
め
る
よ
、
つ
い
た
し
ま
す
。
そ
の
う
え
ま
た
船
繋
ぎ
場
に
つ
い

て
は
勝
手

に
任
せ
た
た
め
綱
引
き
に
支
障
を
き
た
す
あ
り
さ
ま
の
よ
う
で
舟
の
中
に
い

る
(
水
夫
)
者

共
へ
厳
し
く
申
し
付
け
致
し
ま
し
た
。
こ
の
上
は
魚
(
鮭
)
を

一
本
で
あ
っ

て
も

蝦
夷
人
(
ア
イ
ヌ
)
に
対
し
直
接
完
買
い
た
し
た
こ
と
を
、
見
聞
さ
れ
た
時
は
、

ご
満
足
ゆ
き
ま
す
と
お
り
の
お
収
り
計
い
を
お
ま
か
せ
い
た
し
ま
す
。
そ
の

時
は
当
方
か
ら
は

一
言
も
申
し

上
げ
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
今
後
の
た
め
関
係
者
の
述
印
証
文

一
一
辿
を
差
し
入

れ
ま
す
。
右
に
述
べ
た
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

素
間
尺

索
開
尺

素
間
尺

素
間
尺

素
間
尺

:_1， 
両日

出負
l量人

与
ヰ勿

右
衛
門

永
徳
丸

枝
ケ
崎
町甚

兵
衛

四
百
三
拾
弐
石
七
斗
七
升

中
舞
丸

小
松
前
町方

正
際
ム
ロ

{
1
7
 

五
百
六
拾
壱
石
三
斗
九
升

熱
田
丸

越
後
新
潟林

之
助

弐
百
五
十
弐
石
四
斗
凹
升

Ji、
越|陥
後丸
新

新
A 

弐
百

十
J¥ 
石
J¥ 
斗

升
栄

越美f

後メL

柏
崎

~刀
日ヨ

JI:&: 

三
百
三
拾
九
石
六
斗
弐
升

丑
八
月

阿
部
屋

倒
次
郎

殿

御
場
所
柑

工
藤
庄
兵
衛
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【解
説
】

こ
の
文
古
は
涼
屋
与
惣
右
衛
門
(
部
屋
与
三
右
衛
門
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
)
が

請
負
っ
て
い
る
ア
ツ
タ
場
所
で
鮭
漁
を
し
て
い
る
一
廃
船
が
、
天
候
が
悪
化
し
海
が

荒
れ
て
入
江
に
停
泊
で
き
な
い
た
め
、
石
狩
川
河
口
よ
り
少
し
上
流
に
避
球
し
船

を
繋
留
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
書
で
、

同
川
を
請
負
う
村
山
伝
次
郎
に
提
出
し

た
も
の
の
写
し
で
(
本
来
、
写
し
は
涜
屋
に
あ
る
も
の
)
あ
る
。
石
狩
川
に
避
難

す
る
に
は
村
山
伝
次
郎
へ
の
借
用
許
可
の
願
書
が
必
要
で
あ
っ
た
。

文
書
の
日
付
は

「
丑
八
月」

と
な
っ
て
い
る
。
年
号
が
分
か
ら
な
い
が
、
嘉

永
六
年
(
一
八
五
三
)
年
の
八
月
か
、
慶
応
元
年

(
一
八
六
五
)
の
ど
ち
ら
か
の

も
の
と
恩
わ
れ
る
。
浜
屋
与
惣
右
衛
門
が
い
つ
か
ら
ア
ツ
タ
場
所
を
請
負
っ
た
か

定
か
で
な
い
が
、
村
山
家
は
安
政
四
年

(一

八
五
七
)
の
石
狩
改
革
に
よ
り
場
所

請
負
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
嘉
、
水
六
年
の
文
書
の
可
能
性
が
濃
い
。

こ
の
文
書
の
舎
か
れ
た
期
日
で
あ
る
が、

当
時
は
陰
暦
を
用
い
て
い
た
た
め
八

月
と
は
今
で
い
う
九
月
上
旬
か
ら
十
月
上
旬
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
頃
は
鮭

漁
も
最
盛
期
に
な
る
。一
陣
旧
の
天
候
も
東
南
風
か
ら
北
西
の
風
に
変
わ
り
つ
つ
あ

る
頃
で
あ
る
。
北
西
の
風
は
原
田
で
は
タ
マ
カ
ゼ
又
は
タ
パ
カ
ゼ
と
呼
ば
れ
、
大

波
が
お
こ
り
海
は
荒
れ
、
漁
師
か
ら
も
恐
ろ
し
が
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
海

が
凪
(
な
ぎ
)
る
ま
で
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

小
型
の
弁
財

船
は
嶺
泊

・
押
琴

・
古
溜

・
厚
田
な
ど
の
入
江
で
凪
待
ち
が
で
き
た
よ
う
だ
が
、

文
古
に
あ
る
よ
う
な
大
型
の
弁
財
船
の
場
合
は
石
狩
川
ま
で
避
難
し
て
凪
待
ち
を

し
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
石
狩
川
は
そ
れ
に
適
し
て
い
た
が
、
河
口

は
波
や
潮
流
、
川
の
流
れ
が
合
体
し
て
危
険
な
三
角
波
が
起
き
る
た
め
、
河
口
よ

り
少
し
上
流

(船
場
町
近
く
)
に

J

和
泊
し
避
難
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

文
台
の
中
に
「
近
年
度
々
洪
水
ニ
而
川
欠
出
来
川
筋
相
狭
り
候
ニ
付
:
・:
:
:
」

と
あ
る
が
、
弘
化
二
年

(
一
八
四
五
)
に
は
石
狩
川
が
氾
濫
し
て
堤
防
が
破
壊
さ

れ
た
た
め
、
村
山
伝
次
郎
が
越
後
か
ら
治
水
に
長
じ
た
者
十
名
を
一躍
い

、
安
政
四

年
ま
で
か
け
て
修
築
を
行
っ
て
い
る
。
(
石
狩
川
治
水
の
始
ま
り
)

ま
た
、

嘉
永
田
年

(
一
八
五
こ
に
も
石
狩
川
が
氾
濫
し
て
大
洪
水
が
起
き
て

い
る
記
録
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
当
時
石
狩
川
の
洪
水
が
頻
発
し
川
筋
の
状
態
が
変
化
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
た
め
、
船
の
避
焼
場
所
も
制
限
が
あ
り
、
諸
条
件
を
話
し
合
い
調
整
し
て

許
可
を
得
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
文
書
の
差
出
人
は
ア
ツ
タ
場
所
の
諮
れ
人
泌
尿
与
惣
右
衛
門

(涜
屋
与
三

右
衛
門
)
は
近
江
出
身
の
松
前
商
人
で
あ
る
が
、
松
前
の
有
力
商
人

(塩
越
屋
)

工
藤
庄
兵
衛
の
連
名
で
是
し
出
さ
れ
て
い
る
。
工
藤
庄
兵
衛
は
松
前
藩
の
家
臣
の

待
遇
を
、
つ
け
て
お
り
、
必
、
水
六
年
(
一

八
五
三
)
に
は
町
年
寄
格
に
任
ぜ
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
文
書
に
あ
る
よ
う
に
借
用
す
る
船
繋
ぎ
坊
を
借
用
す
る
に
つ
い
て
は
料
金

が
掛
っ
た
の
か
、
村
山
家
の
好
意
で
無
料
で
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
た
か
は
定
か
で
な

い
。
し
か
し
、
石
狩
川
を
使
附
し
た
場
合
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
と
の
取
引
き
は
、
鮭

の
売
買
を
合
め
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

池
山
屋
与
惣
右
術
門

(出
屋
与
三
右
衛
門
)
の
居
い
船
は
文
古
内
に
は
五
般
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
二
股
は
松
前
湊
の
船
で
あ
り
、
後
の
三
組
は
越
後
新
潟
か

ら
来
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一山部
屋
与
惣
右
衛
門

(涜
屋
与
三
右
衛
門
)
は
箱
館
来
行
の
指
令
に
よ
り
.坪
田
場

所
の
安
瀬
と
波
昼
を
結
ぶ

一
0
.
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
山
道
開
削
を
請
負
っ
た
。

こ
の
工
事
は
安
政
三
年

(一

八
十
九
六
)
に
開
始
さ
れ
翌
年
七
川、

税
特
一山
道
が
完

成
し
て
い
る
。
地
唇
一山
道
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
蝦
夷
地
警
衛
の
急
な
備
え
と
し

て
幕
府
が
計
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
田
|
浪
将一
l
l浜
益
問
の
交
通
路
は
当
時
海

上
交
通
し
か
な
く
、
悪
天
候
で
海
が
時
化

(し
け
)
た
時
は
き
わ
め
て
危
険
で
あ
っ

た
た
め
、
人
や
物
資
の
輸
送
に
は
険
し
い
山
道
で
は
あ
っ
た
が
有
効
で
あ
っ
た
。
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《
語
句
の
意
昧
〉

o

立

船

(
た
て
ぶ
ね
)

H
船
を
出
す
こ
と

差
遣
(
さ
し
っ
か
わ
す
)

H
派
遣
す
る

荒

澗

(
あ
ら
ま
)
H
波
荒
い
入
江

秋
更
(
あ
き
ふ
け
)

H
秋
が
深
ま
る

気
遣
敷
(
き
づ
か
わ
し
き

)
1
心
配
だ
気
が
か
り
だ

従
前
々

(
ま
え
ま
え
よ
り
)
H
こ
れ
ま
で
以
前
か
ら

依
之

(こ
れ
に
よ
り
)

H
こ
う
い
う
わ
け
で

間
済

(き
き
す
ま
し
)

H
了
承
す
る
聞
き
い
れ
る

恭
奉
存
候

(
か
た
じ
け
な
く
た
て
ま
つ
り
ぞ
ん
じ
そ
う
ろ
う
)

が
た
く
思
い
ま
す

到
り

(
い
た
り
)
H
お
よ
び

午
年

(
う
ま
ど
し
)

H
弘
化
士
一年
丙
午

一
八
四
六
年
の
こ
と
か

振
合
(
ふ
り
あ
い
)

H
他
と
比
較
し
て
の
つ
り
合
い
バ
ラ
ン
ス

約
定
(
や
く
じ
よ
う
)

H
契
約

約
束
し
て
と
り
き
め
る
こ
と

思

召

(
お
ほ
し
め
し
)
H
相
手
の
好
意
あ
る
考
え

随
イ

(し
た
が
い
)

H
し
た
が
う
こ
と

応
ず
る
こ
と

次
第

(し
だ
い

)
H
順
次

だ

ん

だ

ん

順

序

差
支
(
さ
し
っ
か
え
)
H
支
障
さ
し
さ
わ
り
が
あ
る

相
封
売
買

(あ
い
た
い
ば
い
ば
い

)

H
当
事
者
間
の
一
対

一
の
完
買

存
分

(ぞ
ん
ぶ
ん
)

H
思
う
ま
ま
満
足
す
る
ほ
ど

取

計

(
と
り
は
か
ら
い
)
日
判
断
し
て
う
ま
く
お
さ
め
る
こ
と

預
り

(
あ
ず
か
り
)
H
ま
か
せ
る

申
問
敷
候

(も
う
し
ま
じ
く
そ
、
つ
ろ
う
)
H
申
し
上
げ
は
い
た
し
ま
せ
ん

為
後
日
(
ご
じ
つ
の
た
め
)
H
今
後
の
た
め

一
札

(
い
っ
さ
つ
)
H
一
通
の
証
文

一
通
の
書
付
き
つ
け

如
件
(
く
だ
ん
の
ご
と
し
)
H
右
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る

素
間
尺
(
も
と
け
ん
じ
ゃ
く
)

H
松
前
藩
で
の
課
税
の
た
め
の
船
舶
の
積
石

船
を
仕
立
て
る
こ
と

。。。。。。。。

H
大
変
あ
り

。。。。。。。。。。。。。。。。。

数
計
算
法
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石
狩
市

(旧
)

(
未
定
稿
)

の
小
・
中
学

・
高
校
校
誌
等
略
目
録

田
中

討々さ
かl

ふ

1
hu
n出

ふ
か
1
s
L
φ
t
n

O
現
在
の
小
学
校

遊 i盤 1::方 防 防 オミ lま 開
夢と

自IJ 石 glJ 70 
歩 歩 風 風 風 開 来 な 校 立

心|小狩 2L 周
:i会旦合 道 林 林 林 校に か 百 笑 120 100 年祝120は わ 年 1須 iF の学 年 p.土己、
開 阪l |井l 開 開 年周 lたZ で E今E 点、校 TT 
校 校 十交 4え 校 I)fJ 未 る百 記今

十 百 80 70 記け 校 来 弓"士己、
さと 姶周ー卜 周

年記周
周 周 ;ft: 1じ・・ 110 ナピ -ι2ν T 

周 年 年 年 親小 周 品コオ工ミ= 期
石狗:年記年 ~è 記 面己 -j-つ 年 lt 

日己 ~也、、 誌今..，.、、 4・也き、、 1也2、、 文子 ae 1仏ρ、
今，也、 3EELtZふZ、 集

壬4パ[t.ト~ ‘ 

さ'"士L、
圭'"会L=、

名

20 若 南 南 南 石 日日 花 石 uiJ 
校開 校開

石
周 吋系・主ー 司~')j皐1 線 線 校 111 rL 
年 PlT 110 百 百 百 国 発
言己

学校
q:_ 昌-r幸・ ~ ムL 周 F校寸Z→. :校子 f合 周 民

メ・c:品、・ 校 校 校 1E 年 十 年 二校子

* 10 百 J¥ 七 111 言己 百 日日

田章
員己

4一各 周
周年

十 十 主ト 周 校 da也b、、 70 
協

周年
周

学校
130 u.拘fLzi 〉

協周年安ム売L 
事自品己

記今33 
年 業 記今 周 行

1ヱ〉五Z、 圭nコL. 記 -ニr1・ |力肯b 年 集
~、・ ~、、 ztsz r 

Pdzz 〉r、
賛iz〉z、

三μコL. 
業実

委一口 dfzT z 〉、J長 業 司王 事 ゐ，己a・ 号"寸Lτ、

↑db 協 業 業 i草

賛~、 芸員
t記 Z35〉L、

賛Lz、z 賛tz語z、
協dTZt L Z 賛

;11~ 

喜R メz〉z、 者

若 若 南 南 南 イヒ イlニ イじ 石 石 石 石 石
'tJフ4・~ 羽毛 司濃 司浪 司，.司白え 111 111 111 狩

|孟l
こ三子日". 品寸校阜白、

校
2校寸1ー. 校ド-r壬・ 守校: :校子 校:子

校
正校寸ゴ・・・ 校Aーt- ~ 亨・

民:子
i寸，'~ー・

校 校
校校

名

平 11日 可L 日百 日目 平 IIjj H刀IJ 平 可Z H百 H自 sB 
8 61 14 56 46 6 58 48 15 6 58 48 20 iフf央じ

10 12 3 10 11 3 12 6 11 3 11 10 T年月丁

4 7 16 18 21 18 11 16 27 7 31 日

年IJ

B B A A A B B A A 295 235 240 A × × × 5 5 4 4 5 5 5 5 4 
210 245 17 5 

型

144 
1工1

48 53 104 98 87 92 132 106 49 80 87 + 42 
名
庁h-Mzr e 

数
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J¥ t車 ふ 紅 」ヤ イじ み 梁 20 輪 j藍
中首 く オL 南 つ 南 な 明 升道~ 

未 あ な み 開
校開来 し、 20 ん 開 日目 キ之 三"土し、

ノ¥ 周 校 校/if.J 
記校今

20 10 
校開100 年 10 20 

周年 周年τ両2じa 周 周 10 一一
4，じ、ρ、 年 年 周 ヨflaJt-z、 記 員己 十
三'"士L、 記今 記 年 今，"，、 ~巳，、、 周

~仏，、、 ぷ百『じ 三[r. 三"こじと‘ 年
資 三p.士L、 今'0ρ 日己
手ニi 去，~三己z、 今，己ρ

三~t

名

J¥ 100 生 紅 紅 校I;~J 校開
花 20 

紅葉 ネJ舎:三I~需 五下 十長 南 南 JlI !司
弓エ 20 10 

年記里今
山 yプ、じ

校
業 '手 r.全r半 字 周 周 ，校寸告M・ f二子比

協賛
校 4え 校 年 年 校~す5ーp 

キ文
校Df.J Il}.J 

校開 校開 る己

議賛ム

開 校Il}.J 
dZL Z 

事今 校 10 10 90 10 10 ~è 周
30 

同-業fd〈I f 己

日l !苅
{I三 年周 周年

業 44・Iド己ブV7IJρ 、U 
年記〆幸、

行

4U 21 刀L、
実

言己 百己 fi' fIヱT〉ミ、

事記業
ゐ，じ，、 今.e，.. 委

協奏LdzJ(hz t 三協
事業 !-.!. 

'* 1:'(' izz 〉、

f主万tz三z 
Zzh 王

協っA2fた2たl 、
者

協行

3z2 h ノLJ¥ら よノJ、S 

J¥ 生 生 紅
紅南

花 イヒ イヒ
i3Z 42 

i江 若
千長 振 商 )1/ JI/ JI/ !4ミ #・主-

南 南 南 111 山
，ー当「・ 空宇 に寸ごみ一・

校.， 
.子、、，‘

学 学
;佼 十え 校 4え 字 学 2-4r ・ 学 ユ寸校とんー 十支

校校 校 十支 校

名

平 平 AB 平 IlB 司王 平 113 平 平 平
10 8 61 16 59 12 2 56 11 2 19 yブじ" 

11 11 10 10 11 11 11 2 2 3 
行年

月
17 24 7 29 29 29 4 4 15 日

半IJ

B A B A B B B B B B A 
5 4 5 4 5 5 5 5 5 5 4 

型

I討

59 71 98 54 65 48 97 28 46 88 44 

数

O
開
校
・
統
合
校

( 束 ひ は
美 の カf ま
fEー日立2L ミ 子 し な

30 す Iie.; 戸

1!11 

学校
校 東 東
員己

) 4，じbρ、 ，子'Y.. 学

革{史日
三p.土己、 校 校

右IJ 日目
fI_ 校
30 20 

周年
周

記年今 名
記今

号院宜し主、 ヨ叫士し、

美 閉
創JL 

石
登 4支 狩
位

d日a乙仏三E、、 30 東 jプF叉じ

周年五A祝山Z 
:校子

事業実
学校

校開
行委

業賀
20 11 

ド1

周年記:'，t 
lz〉f、

協i賛〉、
事
業 者

協賛2£2 斗

美 石 石 石
位兄s、L 狗- 4守

東 東 * 学
字:

学校 校二子 学
校校 校

名

旬3 平 IlB H百
{台 7c 56 47 発

和昭 3年5 
3 6 7 

行年

42 I 月
王F 26 31 2 日

ヰーリ

B A 240 B × 5 4 
250 5 

型

コ
52 頁

ビ
150 名

60 
10 

jab Uτ;t 

枚
付 数
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古 あ あ あ た 道 高た
郷友 校開 校開

里 か し し る 1E し 岡か
の だ あ あ 台、 小お 80 70 
f~~ も と と わ 南J 80か

美登

周年誌記~ 周年記
雪'"土L、

85 同
周年高 歩のみ，1仏t、

事育
開 |井j

美 キ立 校 学 必・Gρ、

4n日'也t己t 
65 校 岡

学校 誌
，寸"1.ー・

周喜百じ
閉 中

校 80 +え 30 |刻
守Hじi if 言己 周 校
~也ト、

校閉
4，cト，、 年

記今"旬、E守 三'"土L、
( 

建
Ed，巳Eh ，‘ 校閉 誌

名止JL歯

記 号.. 士己、 ) 

ZメU・寸a 入4、P 

，τbk 、 間 W-J 五 樽 ~回酉1 主Ir:r，主~ |羽

協事会賛
美

事話
キ立 の }II 岡 岡 校

i尺 フ)(!<し
寸校Aιt 業 中 校詳寸£ー. 

実
学校

P校寸2ー. 中 1多
dC. 行委

閉 ，寸当一・ 局
企~':、

校開
日目 校 校

ほ 校日目

業
貝 校

喜記重 事業
bz=三、 65 85 か 80 行

協賛bzz 、
周年 周年 員Azx 、 周年

Z今，協uE ν・ Z高賛E 実芸員 協賛Azz 、

賛dzhz h 
者tzbz 、

，ゴbプ、

志ノ美l 、

五 五 樽樽 高 τfm7J τlロケJ 

位美登 f美』豆立王ヨミ. 位美登美 の の 111 JlI 岡 岡岡
沢 j尺 中小 中小

戸寸Lー 校ぷ寸ムー 学校 校学 学校 学校 学校
学

キ支 学 学
学校 校手: 学校 校校 校

名

平 H自 H自 11日 日百 平 IIB H百 llti Hti 
8 53 57 50 47 フじ 55 63 55 45 7フE号、

3 3 3 9 9 3 3 8 8 
行年

月
21 7 15 20 17 16 日

判

B B B B A B B B B B 
5 5 5 3 5 5 5 5 5 5 

型

貝

73 96 88 96 114 99 120 113 42 26 

数

- 44-

一
樹
若
者
向

上
記
の
ほ
か
に
、
開
校

・
統
合
校
は
、
尚
一
北
山
口
水
小
学
校

・
八
の
沢
小
学
校

・
参
線
小
学
校
が
あ
り
ま
す
が
、
記
念
誌
の
発
行
は
不
明
で
す
)

O
現
在
の
中
学
校

校開 礎/ 朔
石/

20 し、 狩い

周年念記

し 中し 三問土乙、
ず 校~: ずえ
え

校開
ヨnャe' 

10 

言A周年4 E 

妥品土c、
名

イじ イヒ 開
111 111 半支
北 北 十 発

学校中
中

A校-|別f一. 

校
10 

行

年周記

3A'G，2 、、

警告
者

イ4ヒ炉 石 石
111 狩 狩 中
北 北 中

:中子
中

校学
A寸丘ー、

校 校校

名

ijZ 平 平
12 7c 7じ 3e 
年 行年3 11 11 
月 月

12 19 日

半IJ

A B B 
4 5 5 

型

頁

47 85 107 

安土



石刻 か イ+じ 昨i
校十開な }II 校

市立年10 ん 南
ート

年記周
2品Tじ;

怖の
校開 校開

記周年川 歩
中み 20 10 会・記t、
-校r 

周年記喜 周年記
ゐa巳，、、 圭n.全L己、
雪1L』L2、

校開 1乙ト，、
10 g芸:J.c.'量z

年喜 名

石 校|井j :jEニ 花 4じ
}II }!I JlI 

20 南 中 発
立

年事

中
学校

校寸主2ー. 
待 校一「
111 

校開
|羽

中
校開 校

~校泊f五. 20 10 

警築
10 

周記年
年事周記

11' 

事周年記Aト ~ミ、・

喜幸会 事 者

十尊 4じ 4十1二 イヒ イじ

JlI I!I JlI 111 JlI 中
中 間 南 中 中

:校子 邑寸校EFEa I ・
中

学校
校

，-出1'=
品-r-る

校校

名

平 平 Ha 
平成

平
16 9 62 8 5e 

18 行年
10 10 11 

11 月
8 4 17 日

10 

判

B B B A B 
5 5 5 4 5 

型

頁

41 58 174 72 182 

O
閉
校
・
統
合
校

お おリ イじ !羽 校開
や 克4 中 け
ふ の i胡
る ;j ヒ・ 30 主主 ー卜 弓.. 土b 

JlI 年 σ〉 五
~t 中 北 }nj 
振 -r- の

今f記F ? 中 校 i毎
ょ寸=ー. 40 
干支 !司 雪品土c;、

校記開
五f
|羽
校

ノa会b民、‘ 百E
名吉仏士し、 ~、‘ 

号u二bkz 

生 今~è 4じ 石 石
振 111 狩 針:
中 中 中 yフ、じ寸』ょー. 業 二校子 学

校学校開
校 争"力。 校
開

芳iz，干b、z 、 n~ 

事校f閉了校:ド
校
30 25 

業協 周年
同 11' 

協ヨ賛品エ、

年

賛AZ耳、

記念行事賛会協

者

生: 花 花 石 石
振 }!I JlI 中
中 中 gJ 中 1や
校P←弓1:: ，寸''L一-・ 校ナ・ 弓校一 学校

よ..，・

校
校

名

H日 sH IIH 日百 HR 
!.l!.l 62 52 55 -17 発

行
3 3 10 3 9 年

月
22 10 日

*11 
B B B 235 

A × 
5 5 5 250 5 

型

108 
i守

142 144 48 80 L1 
か 数

ムーーーー

O
現
在
の
北
海
道
立
高
等
学
校

石 茨 石
北鉛: 戸 狩
j毎 南 Y!J午

道 '92 おIJ 三n.上c， 
石 2i4L 1-1 JL 
鈎: 10 
南 20 

周年
等ゼf

周年念記誌
ご今百山吋じ、

校 音n.量L・、
10 

周年記念誌 名

記今 むIJ Jヒ
JL i追i俳

事業 20 発

周年記
u 

実行牙"!Aミf 

+i符a巧学ヲχE j 

業界会

員
df-k A 

11' 

10 

同e念里会年記
者

石 石 石
狩 狩

等狩tRJr I 

t凶~
南

校高等μ 寸

等
等I日1

学校
年:

A寸校uー. 校

名

平 平 目白
4 9 61 JプFじ〈ヒ

10 10 10 
イ年丁

月
15 5 5 日

手IJ

B B B 
5 5 5 

型

頁

169 126 105 

数
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石
狩
市

(旧
)

(
未
定
稿
)

の
小
・

中
学
校
唱
歌

出
中

'1;下
!-1. 

，f-J 

IJ 1 
t韮

O
現
在
の
小
中
学
校

校 校 校 干支 校 校 百 校
援応

i'II 校 tま 水
校開

校
年 事b 1jjc IHf 

I欽 話究 EU; ~fj: 都t 百j:
f:政t :fJ.: :fj; tL』4 の の の 百 :fk :fJ，: 

の 耳大 耳k 鍛;
年今ロ己

.fj: 
日Ij

紅 若 商 市 生 イじ 花 石 石 石 石
-バj'，・・〈・・ 業 ~:Et 恥ijJJl 振 振 )11 )11 4守 法EjfJ-

札l +主桂~ '4-: -一j'-・ ~ 会寸X一. ~日t
-ニ与

~:f:. ・'. ，寸日・ (_j:. ザ会立い. 位十九 ど-rt・ ，寸『ー. 

A寸当ー・ 校 十支 校 干支 校 校 校 校 校 校 校 校 校 校 名

校

k員 新 τEt 3 H 石 drT zr t架 二Et3 飯
111 :JIニ 田

司岡... 五4 

町、 井 回 m 田 m 
間 ー肯ら1ミ 武 正 繁 手IJ ブ4手，ZE 広

作正 i，'j' 雄 正 夫 I.S ，K líJ~ .fJi 2品 太
=，tt L、 日1¥

校
訂 詞

的i
田

者
広
太
自1，

石 111 千 工 工 山 {安 111 工
LIJ ti!j"' 口 :ûノ4~ζr Jsき Ii~" 口 Ji1J13 I υ 

HtiE z 行:美 、y 祐 日 HHI - i雀AIat ・ t右 祐
3f4口‘ ヤ 功 出 次 次 J)) i生 功 次

城 良1¥ f!I> 日1; 1111 

者

n[.j H白 113 Il?i IlB H百 目白 i平lR|l 
( ( 大 すζ IIB 

手n キ11 手1.1 手11 手日 手口 平日 IIrl 
手HR|l 

正 正 平日 手u
55 52 48 32 35 3 48 35 手11 4 4 48 18 ililJ 

年 年 年 年 均三 年 年 15 15 年 年
2 11 3 1払 3 年 :q同 11 11 10 
)"J )J 月 )=] .1-:;、 .1-:;、 月 fJ 月 定
27 6 を IJlJ iiij 
日 [1 改

) ) 

，疋~ ， 年

月

下 I!H l主 石 朝 朝 お 千 t窃 もお i伏 石 友 石 百
fi[i 拓 ま 狩 )g;.l な じ Iら- ご11まft '1な)~ ゆ よ 狩 歌
の の な の 。〉 タ し、 σ〉 ，huA p、 る i;̂J 衣 の の
111 す 3守 匂 な ち Th':: る る 赤 P束R 乞~ 
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